
〆t

錦
長
一
一
弓
一
一
一
州
武
蔵
飯
能
附
廷
の
地
震
に
就
て

(

埼

玉

懸

熊

谷

測

候

所

報

告

)

執

筆

責

任

者

千

野

売!l

介

緒
言

昭
和
三
年
三
月
廿
三
日
午
前
十
時
二
十
一
分
遇
、
熊
谷
に
於
て
、
弱
震
(
震
度
税
弱
主
方
)
を
戚
じ
た

0
0
本
震

は
某
震
央
が
、
埼
玉
牒
管
内
に
在
。
し
が
如

3
に
付
、
職
責
上
明
か
之
を
調
査
せ
ん
と
て
.
各
地
同
職
に
依
顧
し
て
、
共

測
績
の
寄
奥
を
仰
ぎ
た

h
o
即
ち
、
名
古
屋
、
前
橋
、
沼
海
の
各
測
候
所
、
柿
岡
の
地
磁
気
観
測
所
へ
は
}
職
員
手
分
じ
て

出
張
し
、
地
震
計
記
象
の
複
潟
を
所
望
せ
し
に
、
執
れ
も
厚
意
を
以
て
許
諾
ヨ
れ
、
該
複
潟
を
手
に
す
る
を
得
た

0
0
裁

に
深
謝
の
意
を
表
す
。
ま
た
中
央
気
象
憂
よ
'
り
も
、
東
京
の
記
象
複
潟
の
付
府
内
を
受
け
た
る
と
と
を
謹
謝
す
る
e

も
の
な

b
o

之
等
の
記
象
及
び
手
詐
に
在
る
熊
谷
及
秩
父
の
記
象
に
就
℃
は
、
筆
者
自
身
之
を
駿
測
せ
A

り
ー
ま
た
、
横
議
、
甲
府
、
長
野
、

銚
子
、
高
田
)
宇
都
宮
、
追
分
、
水
戸
、
松
本
、
布
良
、
漏
島
、
新
潟
.
演
松
=
高
山
及
び
津
の
各
測
候
所
よ
A

り
は
特
に
同
所
の
験
測

表
を
世
見
受
け
た
A
ッ
。
ま
た
!
"
命
日
津
、
伏
木
、
岐
阜
、
彦
根
、
石
巻
、
京
都
‘
水
淳
、
秋
田
、
豊
岡
、
和
歌
山
、
大
阪
、
紳
戸
、
洲
本
の
測

績
は
、
気
象
要
覧
所
裁
の
も
の
を
取
の
月
以
売
台
。
之
等
の
資
料
に
依
嬢
・
し
て
調
査
し
た
る
結
果
の
摘
要
次
節
の
如
心
。
一

ニ
四
一
早
;



一
一
二
四
閉

一
本
調
査
院
従
事
中
γ
岡
田
中
央
気
象
蚤
長
、
中
野
伺
肇
技
師
の
雨
博
士
に
種
々
御
厄
介
な
る
御
指
導
を
煩
は
じ
1
-

初
稿

の
校
閲
を
も
願
ひ
、
以
て
も
本
稿
を
挽
し
得
た
る
も
の
な
ム
ッ
。

L 

(1) 摘
要

本
震
を
a

調
査
し
て
次
の
如
き
結
果
を
得
た
ι
り。

地
震
波
動
中
或
同
一
系
に
属
す
と
見
倣
ロ
る
べ

3
縦
波
横
波
の
到
着
時
差
ば
震
原
距
離
広
比
例
す
一
へ
し
と
の
見
地

エ
ム
り
、
約
百
粁
以
内
の
震
央
距
離
に
て
は
其
波
線
の
直
線
な
る
と
と
を
般
定
し
且
つ
地
球
の
曲
卒
を
無
親
し
ぺ
以
で
本
震

の
原
知
を
求
む
れ
ば
、
武
蔵
飯
能
の
北
西
七
粁
、
東
五
日
野
村
の
、
直
下
四
十
八
粁
と
な
ιり
て
)
原
結
の
殺
震
時
刊
十
時
社

一
分
廿
七
秒
五
と
な
る
ρ

此
原
貼
必
ず
し
も
後
動
原
黙
と
は
断
ぜ
デ
ー
唯
多
数
観
測
期
の
測
績
危
悉
く
統
律
1
1
V
J

速
度
性

質
経
路
を
異
に
す
る
十
種
ほ
ど
の
波
動
乞
統
合
牧
績
す
る
黙
と
見
倣
し
、
此
黙
を
し
℃
、
種
々
の
仮
定
を
賓
ら
し
き
ι

蹄
結

に
一
導
か
し
'
め
ん
と
す
る
も
の
な

9
1

mw

震
央
を
中
心
と
し
℃
、
等
援
震
時
線
及
等
初
期
微
動
線
は
、
各
種
波
動
夫
々
に
闘
し
す
べ
て
完
会
な
る
同
心
固
と

な
る
。

縦
波
L
し飽耳し

3
も
の

L
走
時
曲
線
を
描
く
に
、
震
原
距
離
に
関
し
て
は
二
二
種
の
直
線
と
ご
一
種
の
双
曲
線
と
を
得
ι

震
央
距
離
に
闘
し
℃
は
、
前
者
が
双
曲
線
と
な
A

り
後
者
が
直
線
と
な
る
。
前
者
後
者
各
一
つ
づ
L
を
組
合
せ
℃
三
勢
を

(3) 
得
。
各
一
艶
に
闘
し
℃
は
前
者
が
子
、
後
者
が
P
L
ι

同
心
意
味
の
波
及
経
路
を
取

b
し
も
の
曹
と
な
る
。

三
勢
と
も
極
め
て
等
方
的
民
波
及
し
居
。
。
其
い
づ
れ
を
用
ふ
る
も
、
原
結
後
時
を
十
時
廿
一
分
廿
七
秒
五
曹
と
算

(壬)



出
し
得
。
即
ち
同
一
知
を
同
時
に
殺
し
同
経
路
を
波
及
す
る
縦
波
を
、
主
江
田
の
三
種
類
に
分
類
又
は
分
析
す
る
と

と
を
得
る
な

0
。

m
m
右
三
勢
民
就
て
別
々
民
、
所
謂
モ
ホ
?
ピ
チ
ッ
ク
層
化
相
嘗
す
る
第
二
屠
と
、
英
上
の
第
)
屠
と
の
界
面
の
深
ぷ

を
計
算
す
る
に
、
三
つ
の
場
合
み
な
四
十
八
粁
宇
の
値
に
吻
合
し
、
此
値
は
、
西
は
近
畿
一
四
園
地
方
よ

b
j
東
北
奥
m
m
地

方
ま
で
、
会
館
一
様
な
る
と
を
を
必
要
と
す
。

no 

右
三
縦
波
の
内
、

I

は
第
一
層
K
於
て
は
五
、
九
八
粁
秒
の
蓮

3
を
有
し
、
之
が
第
二
暦
に
入
る
と

3
一
二
、
三

五
粁
に
援
ず
。

H
は
第
一
屠
に
於
て
五
、
七
三
粁
秒
、
第
二
屠
に
入
。
て
七
、
七
九
'
粁

j
m
は
第
一
層
化
於
℃
四
1

四
七

粁
秒
、
第
二
屠
に
入
。
℃
は
五
、
四
六
粁
秒
の
波
及
速
を
有
す
。
之
は
波
動
業
物
の
特
性
に
じ
て
、
日
府
其
物
が
同
一
一
波
に

三
穫
の
速

3
を
附
奥
す
る
に
あ
ら
ま
る
ら
し
。
従
っ
て
該
三
針
は
、
共
組
合
せ
方
の
鐙
英
一
乞
許

3
子
J

D

S

mw

右
三
種
共
一
p
'
P
に
区
別
3
れ
、
ー
は
一

P

と
L
℃
は
辛
う
℃
て
二
百
徐
守
ロ
し
か
波
及
せ
ぎ
る
に
、
一

r
乏
し

℃
は
四
百
徐
キ
戸
の
遠
方
に
於
℃
す
ら
駿
出
さ
れ
た
9
0
H
は
一
P

と
し
て
は
近
畿
東
北
と
も
四
百
徐
キ
ロ
に
波
及
の

形
跡
な
る
も
、

P
と
し
て
は
東
北
地
方
へ
だ
け
同
様
四
百
キ
ロ
も
良
〈
波
及
し
、
近
畿
に
訴
し
て
は
射
出
カ
微
に
し
戸

地
震
計
を
動
か
ず
に
足
ら
苫
，
り
し
が
如
じ
。
(
達
せ
ま
λ

り
し
と
は
断
ぜ
ら
れ
ず
特
別
の
法
意
を
梯
一
へ
ば
験
出
し
相
句
へ
b
d

か
も

と
し
て
は
近
畿
四
図
の
遠
方
化
も
良
〈
験
出
3
れ
、
一
p
ー
と
し
℃
も
北
海
道
に
於
て
す
ら
之
・
を
験

知
れ
ず
。

)m
は
'
P

出
し
得
、
た
る
所
あ
石
川

コ聞

:五



‘問
....:.. 

例
等
し
く
近
畿
民
於
て
も
、
和
歌
山
洲
本
は

H

で
す
。
又
凹
の

P

は
水
戸
に
於
て
は
主
要
動
の
初
(
L
)
と
取
。
得
る
程
に
著
現
せ
し
に
拘
ら
ず
、
同
一
方
面
た
る
柿

岡
に
あ
'
り
て
は
、
草
に
初
期
微
動
中
の
方
向
念
遜
節
た
hl
し
K
過
ぎ
ず
。
又

I

の

P

は
涜
松
高
山
名
古
屋
に
達
し
な

が
ら
、
其
途
中
な
る
沼
津
甲
府
松
本
に
於
て
は
地
震
計
を
動
か
す
程
の
射
出
力
を
有
せ
ゴ

9
3
0
即
ち
震
波
は
、
地
表
面

へ
の
射
出
化
闘
し
土
地
を
選
ぶ
も
の
弘
知
し
。

の一
P

を
其
地
の
後
震
初
動
と
し
、
神
戸
大
阪
は
回
の

P
乞
以

m

w

m

波
に
し
て
、
他
波
の
射
出
力
最
も
mm
し
と
目
3
れ
し
紳
戸

大
阪
、
更
に
遠
き
高
知
帯
庚
等
の
後
震
初
動
は
皆

m
に
該
嘗
す
。
更
に
遅

3
地
に
℃
は
土
地
に
よ
ム
ツ
特
に
著
現
す
る
も

の
と
畳
し
く
水
戸
に
於
て
は
之
を
主
要
動
の
初
と
取
b
、
ま
だ
新
潟
に
て
は
蛍
時
服
動
頴
著
に
し
て
微
細
な
る
震
波
等
の

の一
P
は
良
く
験
出
3
れ
て
之
が
岡
地
の
接
震
初
動
・
と
な
ム
り
た
ノ

波
及
に
際
し
距
離
化
関
し
て
の
議
命
最
も
長
さ
は

験
出
至
難
な
る
が
如
き
程
(
筆
者
賞
見
す
)
な
A

り
し
に
、

m

ハ
υ

1
i
 

各
震
波
の
到
達
が
、
賂
同
一
律
に
遅
刻
せ
る
を
見
る
。
之
に
卦
し
℃
は
、
此
延
長
二
百
五
十
粁
以
上
の
一
直
線
に
沿
ぴ
で

宇
都
宮

前
橋
、
追
分
、
高
山
、
松
本
は
、
地
園
上
一
直
線
上
院
配
列
3
れ
た
る
地
な
る
が
、
此
五
地
に
於
℃
は
、

細
長
帯
放
の
特
別
最
表
層
(
垂
直
の
厚
味
十
数
キ
ロ
)
を
般
に
想
像
し
、
此
表
屠
は
各
波
動
の
停
播
速
度
を
装
し
く
減
殺
す

る
も
の
と
し
℃
、
該
遅
刻
を
般
h
に
説
明
し
見
た

9
0
即
此
地
帯
に
勢
し
て
だ
け
は
、
所
謂
*
P
波
が
達
し
た
る
も
の
に

し
℃
、
新
〈
考
ふ
る
と
き

*
P
波
に
も
矢
張
三
種
類
あ
る
と
と
を
締
結
し
得
る
な
'pe



同
右
の
特
殊
地
帯
に
て
は
、
特
別
表
屠
が
十
数
キ
ロ
の
厚
味
を
有
す
れ
ど
‘
此
考
を
鍍
充
し
て
、
各
種
波
動
が
向
の

如
く
他
の
各
地
に
於
て
其
表
面
射
出
に
闘
し
土
地
を
捺
ふ
が
如
〈
見
ゆ
る
は
、
其
最
表
面
に
極
薄
き
特
別
皮
屠
あ
る
た
め

と
想
像
し
て
は
如
何
。
而
し
て
其
多
く
の
地
方
の
接
震
時
が
此
皮
屠
の
た
め
に
遅
刻
せ
ま

O
L事
は
、
該
皮
屠
が
極
薄
く

し
て
其
遅
刻
が
一
秒
未
満
な
る
に
あ
ら
ゴ
る
か
。

回
以
上
は
縦
波
と
畳
し
き
も
の
に
就
℃
の
と
と
な
る
が
、
横
波
と
目
3
る
L
も
の
に
就
て
も
、
全
く
同
様
の
事
が
?

上
記
各
項
す
べ
て

K
充
蛍
せ
ら
る
L
没
。
。
唯
横
波
に
就
て
は
、
ー
波
と
日
波
と
の
み
が
検
出
3
れ
、
最
も
遅
れ
て
達

す
る
田
被
口
、
各
地
と
も
複
雑
な
る
震
相
中
に
紛
れ
て
、
恐
ら
く
は
有
れ
ど
も
見
出
し
符
ゴ
る
べ
き
な

0
0

お
即
ち
、
各
地
地
震
計
の
描
く
記
象
を
綜
合
す
れ
ば
、
都
合
十
種
の
節
知
子
験
出
し
符
る
と
と
L
な
る
。
而
し
て
土

地
の
表
面
詩
情
暦
等
の
特
質
に
よ
h
ノ
て
、
其
十
種
初
動
の
内
い
づ
れ
か
Y
、
其
地
の

P

没
。

S

左
'
か
と
じ
て
、
現
在
駿

測
3
れ
居
る
な
A

り
。
故
に
普
通

P

と
か

S

と
か
稀
す
る
も
の
は
、
観
測
所
に
よ
A

り
て
各
々
別
物
没
。
。
唯
式
一
一
地
方

に
於
て
は
、
或
期
間
は
同
一
一
種
の
波
が
著
し
く
現
出
す
る
か
も
知
れ
ず
。
共
著
現
相
の
地
理
的
分
布
が
、
或
規
律
に
従
ム

場
合
、
外
見
上
の
等
援
震
時
線
や
等
初
期
微
動
線
が
、
図
形
以
外
の
形
と
な
る
べ
し

Y
3れ
左
震
波
の
等
方
的
波
及
は
依

然
と
し
て
否
み
得
ゴ
る
な
h
ノO
-

J

h

‘

同
右
著
現
-
相
の
分
布
が
、
歳
月
'ζ

企
〈
に
移
動
す
る
も
の
ど
考
み
る
と
き
は

J十
」

L
に
突
飛
な
が
ら
も
種
々
の
袋
一
想
を

還
し
ふ
す
る
と
と
を
得
る
も
の
衣
h
J
G

一一四七一



一ニ
四
K

1
i
 

一P
一s
の
着
時
差
を
初
期
微
動
縫
績
時
間
と
取

'oし
場
合
、

現
在
震
原
捜
索
に
常
用
3
る
、
大
森
公
式
は
、

H

波
のそ

れ
を
用
以
℃
観
測
所
よ
'
り
原
知
ま
で
の
距
離
を
算
出
す
る
に
遁
蛍

す
る
も
の
、
如
く
、
そ
れ
以
外
に
は
用
ひ
ら
れ
、
ぎ
る
が
如
し
。

十

間
以
上
ば
此
一
一
地
震
に
就
て
の
み
論
じ
た
る
も
の
に
し
て
1

普
遍
的
の
も
の
か
否
か
は
別
問
題
と
す
。
稀
な
る
一
例
か
も
知
れ

ず
。
或
は
本
震
の
原
知
が
第
二
屠
と
深
さ
を
同
じ
う
す
る
た
め
か

も
知
れ
ず
。

細
叙

以
上
は
本
調
査
の
概
要
を
摘
記
し
た
る
も
の
な
る
が
之

に
達
し
た
る
道
程
を
左
に
細
銭
す
ぺ
し
。
先
づ
筆
者
が
直
接
験
測

せ
し
、
熊
谷
、
前
橋
、
東
京
、
柿
岡
、
沼
津
、
名
古
屋
の
地
震
計

記
象
紙
の
複
潟
を
園
版
と
し
て
掲
出
す
ぺ
し
。

名
古
屋
の
記
象

第
一
園
を
見
る
に
、
刻
時
黙
の
十
時
二
十
三

分
と
二
十
四
分
の
問
よ
A

り
始
ま
A

り
居
る
も
、
二
十
四
分
の
刻
時
撤

の
所
在
甚
だ
駿
昧
な
'po
依
て
英
次
の
二
十
五
分
の
刻
結
(
明
瞭
)
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A 

と
の
中
黙
附
廷
に
於
て
夫
れ
ら
し

3
を
求
め
、
二
十
三
・

l
一
一
十
四
分
H
五

0
1
一
粍
を
見
た

O
A
之
は
円
見
一
五
四
]
'
八
一
粍

と
も
取
日
勿
け
れ
ど
然
す
る
と

3
は
こ
十
四
|
二
十
五
分
H
四
七
}
八
粍
と
な
'
り
て
不
都
合
な
h
，
。
)
而
し
て
東
西
動
記
象
に

於
て
、
二
十
三
分
の
刻
劫
よ
り
二
六
、
九
粍
!
三
二
二
秒
目
よ
A

ヘ
小
な
れ
ど
も
際
立
ち
て
振
動
し
始
め
居
。
、
同
所
直

測
は
之
を
、

P
一
ー
と
験
測
せ

0
1
之
一
民
嘗
時
の
一
時
点
民
減
一
分
二
三
秒
四

k
l加
ム
れ
ば
後
見
時
は
二
一
十
三
介
七
秒
八
乏
な
る
ー
し

即
ち
園
の
寸
A
己
と
符
一
牒
せ
し
結
に
し
て
、
ど
-L
に
は
之
を

P

の
ぬ
波
の
着
時
と
な
し
、
以
下
之
を
起
貼
と
し
て
各
相

の
殺
現
時
を
測
る
。
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-
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-
H
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-
a
f
-
-
j
v
e
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向
次
に
南
北
動
に
於
て
「
5
」
と
符
牒
せ
じ
鈷
は
.
今
ま
で
の
滑
か
な
る
動
き
が
鋸
歯
般
に
愛

'o
し
結
に
し
で
其
時
刻
及
記

裁
を
左
の
如

C
録
す
。

H
C
?
〈
邸
時
=
同
日

ιof--.
、.•..•. 

J
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東
西
動
に
於
て
「
3
」
と
符
牒
せ
る
結
は
や
1

其
姑
に
於
て
心
持
ち
角
立
ち
て
描
針
が
徐
々
来
ん
偏
'J
始
め
た
る
に
.
注
目
せ

し
も
の
に
じ
て
j

斯
の
如
含
偏
'
り
が
、
並
日
、
通
短
週
初
動
の
始
ま
る
前
に
現
る
k
と
ξ
口
敏
震
一
に
際
し
佐
々
経
験
す
る
所
伊
仇

し
て
)
或
は
此
緩
徐
た
る
援
位
の
中
化
、
描
針
摩
擦
の
範
圏
内
に
属
す
る
極
め
そ
微
な
る
念
性
一
の
振
動
が
含
ま
れ
居
る
に

は
あ
ら
ま
る
か
と
も
考
代
ら
る
。
該
時
刻
及
記
裁
を
次
の
如
〈
録
す
。

ニ・五-一



三
五
二

之
と
同
じ
意
味
の
偏
'
り
は
、
「
2
」
と
符
牒
せ
る
結
侭
於
℃
も
之
を
見
る
。
勿
て
左
の
如
〈
銭
す
。
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F
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M
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1
・
・
・
・
ぐ
凶

更
に
そ
れ
よ
ι
り
前
「
1
」
と
符
牒
せ
る
勤
に
於
℃
、
東
方
へ
極
め
て
不
明
瞭
乍
ら
も
‘
今
ま
で
現
れ
居
た
る
脈
動
と
は
精

越
を
異
に
せ
る
記
象
線
の
艇
'
り
を
見
る
。
脈
動
中
の
と
と
故
、
之
を
震
動
と
取
る
は
一
見
故
意
の
如
き
も
、
其
直
ぐ
前
民

あ
る
脈
動
型
波
を
此
艇
よ
ら
控
除
せ
ば
、
不
問
に
付
し
符
ゴ
る
一
種
の
愛
位
を
残
す
と
思
は
れ
、
共
一

s

艇
A

り
に
約
三
秒
間
m

k
費
し
居
る
も
、
共
中
院
は
、
描
針
摩
擦
の
範
圏
内
た
る
微
動
を
包
含
し
て
、
新
の
如
き
徐
動
を
現
し
た
る
も
の
と
も
察

せ
ら
れ
、
其
時
刻
及
記
時
磁
を
左
区
銀
し
て
後
の
参
考
と
な
す
。

-
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凶
凶
器
問
凶
・
宅
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

7
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

]γ
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1
H

次
に
、
水
平
雨
分
動
共
「
6
」
ー
と
符
牒
せ
る
貼
を
初
動
と
し
て
二
振
動
ば
か
'
り
、
前
後
の
微
動
化
比
し
明
か
に
節
く
れ
立

℃
る
を
見
品
。
之
氏
勤
し
左
の
如
〈
銭
す
。
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mws
一
戸
市
W

・
時
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
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・
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v:
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
司
・
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1
・・

3

「
7
」
と
符
牒
せ
る
知
は
極
め
て
顕
著
な
る
獲
一
節
に
し
℃
、
名
古
屋
の
測
候
所
に
℃
は
之
を

S

と
取
。
た
A
9
0

此
時
刻

及
一
記
銃
を
左
の
如
く
録
す
。
此
特
使
節
は
東
西
動
に
於
て
殊
に
著
し
。

1-1 
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b。
三

b。
4トド

1 トt
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ぜ寸
-・4

南
北
動
を
見
士
。
(
8
」
と
符
牒
せ
る
鈷

K
於
て
俄
に
遡
期
振
幅
共
増
大
し
始
む
J

此
結
の
時
刻
及
記
裁
を
左
の
如
く
銭
ド



す。
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eH

つ
9
」
と
印
せ
る
結
は
、
更
に
際
立
ち
て
遁
期
も
振
幅
も
増
大
を
開
始
し
た
る
結
に
し
て
、
東
西
動
殊
に
著
し
。
之
を
左

の
如
く
鎌
す
。
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C
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時
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時
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・
・
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-
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・
・
・
〈
M

寸

9
」
と
符
牒
せ
る
結
に
於
℃
、
遡
期
念
に
小
と
な
λ

り
振
幅
亦
稲
減
小
し
て
、
今
ま
で
の
素
直
な
る
振
動
は
此
結
よ
ι
り
鋸

樹
肢
に
化
せ
る
と
と
に
注
目
し
、
立
(
時
刻
及
記
脇
協
を
左
の
如
く
銭
す
。

-
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ω中
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3

柿
同
の
詑
象
第
二
園
を
見
る
に
吊
極
め
て
顕
著
な
る
初
動
乞
以
て
始
ま
る
。
同
観
測
所
直
測
接
震
時
は
「
1
L
印
の
黙

に
於
て
十
時
二
十
一
分
四
二
秒
一
な
h
ノ
。
之
を
左
の
如
く
録
取
す
。

ト4
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b。
~ 
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トド
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司

ポ
可

以
下
主
と
し
て
東
西
動
記
象
に
就
て
測
る
区
、
「
2
」
印
の
黙
に
依
て
突
然
来
へ
大
主
く
動

3
、
前
相
と
の
区
別
明
し
か
な

A

ツ
。
此
勅
の
時
刻
及
記
競
を
左
の
如
く
録
す
べ
し
。
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m
w
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恥
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J
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F
S

ん「
3
」
印
の
結
に
於
ザ
し
突
然
西
へ
大

3
・
ぐ
念
獲
し
‘
今
ま
で
東
偏
的
に
微
動
し
居
た
る
た
め
‘
該
黙
の
直
前
に
は
中
線
以

二
五
三



二
五
回

西
に
間
際
を
残
す
。
加
之
も
此
結
に
於
て
南
北
動
は
甚
し
く
縮
小
し
、
前
相
と
反
勢
方
向
に
強
み
を
有
す
る
初
期
微
動
の

特
使
節
結
を
一
不
す
。
此
貼
の
時
刻
及
記
鋭
を
左
の
如
〈
銭
す
。
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凶
同
事
旬
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「
4
」
と
符
牒
せ
る
結
に
於
℃
、
振
幅
前
相
に
五
倍
す
る
念
動
突
然
始
ま
る
(
此
初
動
南
西
に
向
ふ
)
此
結
の
時
刻
及
記
銃

左
の
如
し
。
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の
V
川
相
に
入
。
て
は
、
振
幅
大
院
し
て
旦
念
激
な
る
た
め
、
描
針
跳
躍
の
形
跡
明
か
に
し
て
、
記
象
は
す
べ
て
結

線
化
て
描
か
れ
居
る
と
と
周
の
如
し
。
然
る
に
「
3
」
と
符
牒
せ
る
紡
に
至

b
、
此
結
線
記
象
は
念
に
止
み
、
比
較
的
静
か

S 
に
し
て
併
も
振
幅
前
相
よ
ム
り
遂
か
大
な
る
記
象
と
化
す
。
こ
れ
看
過
す
べ
か
ら
ゴ
る
務
相
結
な
ム
ツ
。
此
勅
に
封
し
次
の
如

〈
時
刻
及
記
銃
を
録
す
。
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4

・'合同

沼
津
の
記
象

第
三
周
を
見
る
民
、
緩
な
る
も
明
瞭
な
る
初
動
を
以
て
後
震
す
。
闘
に
於
て
「
1
」
の
符
牒
を
附
す
姑
に

し
て
、
周
測
候
所
直
測
の
時
刻
を
用
ひ
次
の
如
〈
録
す
。
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5
-
ぐ
H

之
よ
'
り

O
、
八
秒
遅
れ
て
銃
く
刻
み
始
め
た
る
結
を
「
2
」
と
す
。
其
時
刻
及
記
援
と
し
て
次
の
如
く
鎌
す
。
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東
西
動
を
見
よ
「
3
」
と
符
牒
せ
る
知
よ
ι
り
振
幅
は
前
相
の
数
倍
に
念
増
し
、
遡
期
精
大
と
・
な
レ
ッ
。
特
殊
な
る
務
相
結
を

示
す
。
共
時
刻
及
記
裁
と
し
て
次
の
如
〈
録
す
。
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r
3

「
4
」
と
符
牒
せ
る
姑
よ
右
突
如
振
幅
十
倍
に
念
増
す
。
此
結
の
時
刻
及
記
銃
と
し
て
次
の
如
〈
鎌
す
。
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凶

H
s
u
o
-
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右
の
相
は
其
後
不
規
則
に
旦
次
第
に
減
衰
せ
し
が
「
5
」
と
符
牒
せ
る
勤
ょ
の
振
幅
俄
か
に
増
大
し
且
つ
整
然
と
し
て
持

績
す
る
振
動
始
ま
ム
ッ
、
弦
に
も
一
餐
相
知
を
見
出
す
。
其
時
刻
及
記
銃
と
し
て
次
の
如
〈
録
す
べ
し
。

熊
谷
の
記
象
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e
N

第
四
国
を
見
る
に
、
極
め
て
微
か
に
北
々
来
へ
動
け
る
形
跡
を
以
て
本
震
は
始
ま
る
(
闘
の
「
1
」
)
此
姑

の
時
刻
及
記
脇
協
を
左
の
如
〈
録
す
。

Hqp
山口
-s
∞吋

'q
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1
・・・・;・・句・・・・・・・・
3悼
S

H

J

1

其
後
O
、
四
秒
遅
れ
て
明
瞭
な
る
北
微
西
の
援
位
現
れ
(
聞
の
「
2
」
)
た
る
も
‘
前
者
と
の
時
差
あ
ま

b
に
小
な
る
に
付

之
を
区
別
し
て
銭
せ
ず
。
次
に
「
3
」
と
符
牒
せ
る
勅
に
於
て
、
振
幅
前
相
に
数
倍
す
る
衝
動
南
々
西
に
向
っ
て
現
れ
、
震

相
の
念
持
獲
節
乞
一
不
す
。
此
結
の
時
刻
及
記
銃
と
し
て
左
の
如
〈
銭
す
。
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五
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3

，
-
「

ι
」
と
符
牒
せ
る
結
に
於
て
、
俄
か

K
振
幅
前
相
の
十
徐
倍
化
激
増
す
。
其
時
刻
及
記
銃
左
の
如
し
。
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東
京
の
詑
象
第
五
園
(
甲
乙
)
を
見
る
に
、
「
1
」
の
姑
に
於
℃
微
小
な
れ
ど
も
鏡
き
初
動
北
西
民
向
っ
て
現
る
。
此
時

刻
と
し
て
中
央
気
象
蚤
直
測
の
も
の
を
採
h
J
、
左
の
記
競
を
奥
P
F
O

USF
山
口
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〈
ご
主

「
2
」
の
黙
に
於
て
、
突
如
前
相
の
三
倍
K
念
増
幅
す
。
之
を
一
接
相
節
と
し
て
左
の
如
く
録
す
。
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「
3
」
と
符
牒
せ
る
勅
ょ

b
更
に
際
立
ち
て
増
幅
し
、
業
初
動
が
引
返
す
と
き
」
、
南
北
動
描
針
は
は
づ
れ
た
る
か
浮
上
ι
り

た
る
記
象
を
中
絶
す
。
此
愛
化
を
も
一
の
愛
相
節
と
し
て
左
の
如
〈
録
す
。
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3

此
後
水
平
動
記
象
不
規
則
化
し
て
部
俊
相
節
等
捕
捉
に
難
き
を
以
て
、
国
乙
の
上
下
動
記
象
を
見
る
に
、
「
4
」
と
符
牒
せ

る
黙
に
於
て
今
ま
で
の
振
幅
俄
然
十
倍
に
も
増
幅
せ
ιり
。
岡
蓋
に
於
て
は
之
を
一

s
vと
取
る
。
之
に
勢
し
時
刻
及
記
鏡
を

左
の
如
く
録
取
す
。
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此
後
上
下
動
は
限
振
3
れ
て
費
動
を
描
か
ず
。

3
れ
ど
東
西
動
は
命
働
さ
居
。
。
之
に
依
れ
ば
「
5
Lと
符
牒
せ
る
結
に

於
て
念
K
振
幅
束
へ
頗
る
飛
躍
的
に
若
大
と
な
A

り
、
之
が
引
返
す
と

3
描
針
は
遂
に
は
づ
れ
て
了
ひ
た
会
。
比
大
鈴
鹿
相
の

時
刻
及
言己

忌銃
一 左
戸の
ー 女日

53 し
σo  

∞ 

e 

〈

命
念
の
た
め
張
震
計
記
象
を
見
る
に
、
該
嘗
一
分
長
二
回
、

O
粍
院
勤
し
、
極
微
な
る
接
震
初
動
の
痕
跡
よ
h
J
主
要
動

の
初
K
至
る
ま
で
の
長
3
三
六
粍
、
即
ち
此
初
期
微
動
繕
緩
時
間
九
秒
と
な
る
。
即
ち
前
記
微
動
計
駿
測
の

P

の
仇
ー

と

S

の
仇
と
の
殺
現
時
差
と
略
合
致
す
る
な
ιり。

前
橋
の
記
象
i

第
六
闘
を
見
る
舵
「
1
L
印
の
接
震
時
は
同
測
候
所
直
測
を
取
。
、
之
を
左
の
如
〈
記
録
す
。

USF
凶
H
S
b
h
F
P
時
・
・
・
・
:
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
司
・
・
・
・
・
・
・
・

3
w
e
s
J
1
N

初
期
微
動
は
、
振
幅
遡
期
共
終
始
大
差
無
主
も
、
其
中
線
の
偏
'
り
に
際
立
ち
た
る
二
段
階
ぁ
。
、
最
初
は
北
西
に
偏
し

居
た
る
も
の
が
、
六
秒
目
即
ち
「
2
」
と
符
牒
せ
る
結
よ
λ

り
念
K
南
東
に
偏
λ

り
て
縫
績
し
始
む
。
之
を
境
目
と
し
て
、
到
着

波
種

K
相
逮
あ
る
も
の
と
見
倣
し
、
後
の
波
の
初
動
に
動
し
左
の
如
〈
記
録
す
。

同
(

)

P

凶
H
s
u
o
-凶
崎
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
H
V

・・・・・・・・

3

「3
」
と
符
牒
せ
る
結
は
勿
論
顕
著
な
る
務
相
節
に
し
て
次
の
如
く
録
取
す
。
e

u

H 
C 

E。
H 
S 

~.， 

Fド

ト~
C命

.00 

e 
"" 

骨一一一五

t



一一・五・八~

秩
父
の
記
象
'
之
は
国
一
不
を
路
じ
た
る
も

Y

其
震
相
熊
谷
の
そ
れ
と
酷
似
し
、
初
後
主
争
中
ハ
秒
九
自
に
援
幅
念
場
し
て

主
要
動
に
入
る
。
初
援
を

P

の

Vl 

仰
が
殆
ん
ど
同
時
に
到
着
せ
じ
も
の
と
見
倣
し
、
そ
れ
よ
A

リ
六
、
九
秒
目
を

S

の

h

着
時
と
見
倣
す
。
時
刻
不
正
確
に
し
て
後
震
時
は
秒
ま
・
で
取
・
る
に
足
ら
ゴ
る
も
、

P

S

の

均
時
差
だ
け
は
明

か
な
ム
ツ
。

附
擦
の
説

明

右
の
内

P

及

S

に

の

V
等
の
附
標
を
附
し
た
る
は
1

此
場
合
初
期
動
中
の
麓
相
節
結
と
い
ふ
と
と
以

外
別
化
意
味
あ
る
化
あ
ら
ず
。
其
意
義
は
後
述
舵
よ

b
自
然
に
生
ず
る
も
の
な
。
。
ま
た
向
的
等
と
こ
っ

又
は
三
つ
の
附
糠
を
附
し
た
る
は
、
二
つ
の
節
が
同
時
に
現
れ
た
る
も
の
と
見
倣
し
得
べ
き
を
意
味
せ
る
な
ム
ワ
。

以
上
名
古
屋
、
沼
津
、
柿
岡
、
前
橋
、
東
京
、
熊
谷
に
就
て
は
、
精
測
の
結
果
、

P

相
中
化
も

S 

本目
中

主
(
の
他
の

都
民
震
時

に
も
二
三
の
節
結
あ
る
を
見
た
'
り
。
其
他
の
各
地
に
就
て
は
、
普
遜
駿
測
に
依
る
各
地
の
報
告
の
ま
L
、

S
(主
要
動
初
と
し
て
の

L
を
も
含
む
)
の
後
現
時
を
取
ム
り
て
、
前
記
各
地
の
も
の
と
一
括
し
て
表
掲
せ
ば
次
の 及

加
し
。

各
地
P
S

の
設
現
時

第

表

(
時
刻
は
十
時
二
十
一
分
に
加
ム
ベ

3
秒
数
)

711J 

ぉ
熊

験
二
円

h

グ

ん
谷

グ

グ

京東

1/ 

グ

1/ 

1/ 

潰 横

1/ 

橋前 7

、グ

グ

グ

府甲

波筑

分 近 、

周防

、、
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ーVi

-・・・ 50.21'a 1/ V2 71.0 5ι 新i碍-・・・ 79.5ψ3 秩田Vi 

-・・・ 4:2.8V2 長里子.•• vl. グ101.5 ・・ v2 
グVl. 

-・・・4:2.8ψ2 グ70.3 51.9りz岐阜-・・・ 6.J.5 の9洲本112 一，一五九 50.4: 4:0.8 Vl. 銚子-・・・ 53.8 ~'1 /1 98.3・・・・ V2 グ
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60.0 4:7.7 v2 
1/ 70.2.... V.， 彦キ艮-・・ 76.8v2 
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-・・・4:5.2vl. 高

1/ 

回

-・・・ 53.8ψz 

-・・ 56.9'Pl. 

// 

津

102，0 ・・ ψl 

-・・・ 85.8Va 
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原
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央
の
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閥
係

あ
ろ
初
期
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動
能
績
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間

刻時
--・・・--'-ー・E圃ー町、、

第

illlJ P 

S 

差

ム
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中
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1壬壬.7 ・・・・ー-
D 
57 7.7必.337.6 v2 谷熊
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路

盟

諸

一

D
問

的

時
差
は
、
震
原
又
は
震
央
の
距
離
と
比
例
す
べ
き
も
の
に
し
て
.

P 

S 
8壬 '9.650.4:生0.8

右
表
中
)
同
一
附
標
に

P

女日
七

b
Hド

宮都字

ヘA
は
震
央
距
離
J

戸

D
は
.
震
原
距
離
、

布

沼

屋古名

A 
51 7.9 !l8.0生0.1V2 京

ニ
六

OH

108.1 

1生1.2 •. •.••. 

と

S 

ξ
雨
方
具
備
し
居
る
も
の
を
拾
出
せ
ば
左
の

屋古名
， 225・32.39生.4:62.1 

70 8.5生8.64:0.1 

7810.551.4:生0.9

7610.25生ι4:4:.2

9:1: 12.3 60.0 -4:7.7 

4
1
 

・
前
ド岡グ103 H.4: [9:6 4.5.2 

沼津グ1071生04:，60.74.6.3 こ
れ
以
外
の

本公本グ13117.0 71.0 54:. 

長

屋古名処

岡1/ 

グ‘

良

屋古名

1/ 

1/ 

里子グ

グ

9210.152.2長2.1

グ

4次

230.21.587.8 66.3 

13818.生70.351.9 

23031.999.7. '67.8 
P 

S 

時
差
は
震
央
距
離
な
ど
L
碇
接
関
係
な
き
も
の
た
る
と
と
後
惑
を
待
ち
て
明
か
と
な
る
べ
じ
o'

而
し
て
右
表
の~'2 

う
ち
附
標

v
h

及
v
h

に
関
す
る
分
は
震
央
距
離
と
地
殻
第
一
層
の
厚
味
と
の
組
令
せ
に
関
係
し
、

に
就
℃
の
値
は
震
原
距
離
と
直
接
関
係
あ
る
も
の
た
る
こ
と
後
に
剣
明
す
ぺ
し
。

.'lh 

及



%
の

P
S

差
よ
り
求

む
ろ
震
央

先
づ
測
貼
を
最
も
多
く
有
す
る
刀
旬
、
の

P

S

差
に
よ
Aυ

て
次
の
方
法
に
よ
h
震
原
及
震
出
火
を
求
h
u
ベ
し
。

(
と
の
方
法
は
肢
に
和
蓬
清
夫
氏
が
工
夫
し
て
用
引
い
た
る
も
の
な
。
。
)
即
ち
、
前
表
に
掲
げ
た
る
十
箇
の
測
結

Q
U
 

々
の
震
原
距
離

M
D

よ
!
の
一
遁
宜
熊
谷
、
横
演
、
前
橋
、
沼
津
、
長
野
を
取
'
h
ノ
、
之
に
秩
父
を
も
加
へ
、
共
各
の

B 

と
し
、
其

P

S

時
差

に
比
例
す
る
も
の
と
し
、
右
六
ヶ
所
の
内
任
意
二
姑
を

A

P 

時
差
は
夫

を
m
h
-
む
と
す
。

A
B
の
距
離
を
?
と
す
。
震
原
よ

O
A
ま
で
と
B
ま
で
と
の
距
離
の
比
が
巴
/
む
な
る
が
如

、
き
姑
の
軌
跡
は
球
面
に
し
て
、
其
面
上

r一
震
原
貼
あ
る
も
の
と
す
。
其
球
面
が
地
表
(
卒
面
と
見
倣
す
)
を
切
る

を

C?と
す
れ
ば

国
の
周
五
貼
を

P
と
す
。
即
ち
N
V
-

ト
守
回
目
凶
〈
吋
闘
に
し
て

.
B
A
を
結
ぶ
線
の
延
長
上
に
在
る

p
図
の
中
心

C
K
M
H
9
J門
主
(
、
お
!
吋
…
)

?叶
N
V叶
H

C
N
M
H

。日↓
L

A

J

[
，
w
l吋
吋

)

)

を
以
て
作
固
に
十
分
な
白
。

A
B
の
組
会
せ
は
令
計
十
四
に
し
て
左
の
如
し
。

A

J

秩

.秩

B 

、33熊

内'

、'46 前.

α 

山長ー扶

秩

H~ 

合E

秩

巳
b
u

-a
品
川
れ

80 杭

39 前

83 横

128 沼

K011 詔

己
uu

'
ι
m
H
H
H
 

前 1

持t

4自t

前

前

121 長

'-8生長

、8生沼

190 長

'119 続

1壬6 沼
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一
大



震
央
地

Tl. 

6.9 

T2 

，7.7 

CA 

13生.3

..Cp 

149.9 

一一六

6.9 

6.9 

7.7 

10.5 

6.9 

7.7 

7.7 

10.2 

6.9 

7.7 

10.2 

37.2 18.4: 10.2 

10.5 

38.8 10.2 

60.7 10.5 

96.5 10.5 

10.2 

25.7 18.4 

51.3 1生4

10.5 

1生.4

18.0 18.4 

14.4 

95.4: 14.4: 

18.生

2023.0 196長A

30.1 

51.7 

1壬6.8

91.7 

57.4 

長8.0

68.5 

133.6 

95.9 

61.4 

62.8 

92.4 

207.4 

67.2 

130.8 

160.8 

匂
及
川
山

残
十
二
闘
を
地
岡
上
に
記
入
せ
ば
附
岡
の
如
し
。
用
ひ
た
る
地
闘
は
、
陸
地
測
量
部
百
高
一
地
形
闘
な
h
。
各

国
中
雨
固
が
切
合
ふ
劫
乞
逗
ね
る
直
線
は
、

即
ち
十
四
の
回
乞
得
る
も
、
前
様
、
前
例
仰
の
雨
組
合
は

の
値
あ
ま
，
り
に
大
な
る
に
付
周
ひ
ず
、

]
{
凶
一
~
随
一
(
岡
山
山
・

l
凶
)
〕

H
O
O

六
十
六
本
あ
る
筈
に
し
て
、
観
測
誤
差
僅
小
な
る
場
合
、
前
記
の
椴
設
に
設
の
無
く
且
つ
震
原
が
一
結
と
見
倣

じ
℃
よ

3
耗
小

3
3
も
の
な
ら
ば
、
此
六
十
六
の
全
部
の
場
合
を
完
全
に
統
一
す
べ
き
筈
な

9
0
換
言
す
れ
ば

六
十
六
本
の
直
線
は
悉

t
一
知
に
交
叉
す
ぺ
し
。

然
る
に
附
闘
の
如
〈
.
会
直
線
は
悉
く
奇
践
的
に
一
知
に
於
て
交
叉
す
。
共
地
黙
は
、
埼
玉
駿
入
間
郡
飯
能

町
の
北
西
約
七
粁
の
東
五
日
野
村
に
蛍
る
。
之
に
ゲ
震
央
地
と
見
倣
す
。
但

L
波
線
を
直
線
と
見
℃
の
と
と
な

9
0

而
し
て
此
央
結
を
池
A
リ
て
各
同
氏
張
る
最
小
弦
の
学
分
は
悉
〈
四
十
八
粁
に
じ

τ
(作
岡
上
の
設
左
約
学
粁
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震
原
の
深

争
A
M等

P
S
線

の
O
見

震
原
距
離

と
議
震
時

の
関
係

二
六
四

を
詐
容
す
。
)
と
れ
震
源
の
深
3
に
該
蛍
す
・

一
一
鋭
、
の
如
く
す
べ
て
よ
く
合
致
吻
令
す
る
を
以
℃
、
等
庁
S
時
差
線
は
勿
論
此
鈷
乞
中
心
と
す
る
完
全
な
る
同

心
底
ど
な
る
。

が
く
て
此
貼
よ
'
り
各
地
へ
の
距
離
を
A
と
し
、
後
震
時
を

t
と
し
、
震
原
距
離

ば
左
表
の
如
し
。
測
結
は
封
反
六
方
位
を
採
λ

リ
た
ち
。

t D ム¥測

キキ

秒秒秒ロロ票ι

様、

。

長

野一
二
九

一
三
八

五
一
i

九

五
一
、
六

0
.
三

μ 沼

(ー〉
阿問

O ー O 七六

一一九八ニ漬

洋
九
六一O

じ

四
六
、
三

四
六
、
ニ

oi
一

差 tc

谷
一一一一五

七

一
七
二
ハ

一
七
‘
五

O
、一

1m 

右
一
表
中
の

ιは

?で
¥
f
b
N

主∞同

名

古

屋

ニ
ニ
五

ニ=一
O

六
七
、
べ
八
"

ム
ハ
七
.
七

O
、一

と
す
れ

(ー〉柿
四四

O 五五{
‘、 O 九

三ー五二三二台間

目。

H
a
u
+
ダ

。

H

。-H豆
町
∞
少
伊
HH
一訂-u
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
(
甲
)

を
一
以
℃
計
算
し
た
る
も
の
に
し
て
、
之
と
賓
測
の

t
と
の
差
を
末
行
に
掲
げ
た
る
な
'n
ノ
。
則
ち
差
は
僅
小
に
し

て
該
直
線
式
に
よ

0
、
極
め
て
良
く
律
せ
ら
る
る
な
ι
り。

一
此
試
を
震
央
距
離
冶
の
も
の
に
香
代
へ
れ
ば
、



震
央
距
離

主
護
震
時
¥

の
関
係

等
襲
震
時

線
の
完
全

国Tl，?波尚2黙央
旨 11 のの I いの票占
BfT速 rt( 護及

d度;主 震原

--

L5uoo一
¥
い
よ
宅
+
凶
吋
日

・
と
な
る
に
叫
旬
、
地
表
化
描
く
等
援
震
時
線
も
亦
.
該
央
黙
を
中
心
と
し
て
の
、
完
全
な
る
同
心
閣
と
な
る
な

即
ち
按
震
時
を
用
似
て
求
む
る
も
、
初
期
微
動
継
績
時
聞
を
用
ひ
て
求
む
る
も
、
震
央
知
は
前
記
の
地
姑
に

蹄
着
す
ぺ
し
。
換
平
一
目
す
れ
ば
、
東
五
日
野
村
の
直
下
四
十
八
粁
の
地
中
知
は
、
上
記
六
ヶ
所
の
楼
震
時
及
P
S
時

聞
を
完
全
.
に
統
一
す
る
一
貼
な

h
。

若
し
震
波
が
等
方
的
に
波
及
し
、
其
経
路
に
賞
。
し
地
殻
が
均
質
の
も
の
な
ら
ば
、
該
地
中
黙
は
震
原
な
る

ベ
し
。
然
れ
ど
も
該
姑
は
，
草
に
そ
れ
、
だ
け
の
意
味
の
も
の
に
じ
て
、
賞
際
の
震
原
と
は
自
ら
別
な
る
一
種
の

幻
結
な
る
か
も
保
じ
が
た

L
。

3
れ
Y
」
暫
く
之
を
原
結
ー
と
見
倣
し
置
く
と
き
は
)
各
地
の
ム
は
之
に
よ
'
り
て
定
ま
p

り
、
甲
式
に
よ
，
り
て
央
勅

に
於
け
る
礎
震
時
仁
-
は
三
十
五
秒
九
。
叉
原
黙
に
於
け
る
後
震
時
巾
ん
は
三
十
七
秒
五
と
な
る
。
而
し
て
甲

式
の
常
数

α
の
逆
数
は
、
一
の
直
達
波
の
波
及
速
度
に
し
て
?
之
を

ι?と
す
れ
ば
其
値
五
、
七
三
粁
毎
秒
と
な

る
。
之
は
普
遁
一
P

波
の
速
度
と
稀
せ
ら
る
L

も
の
と
相
似
た
hJO

倍
J

・
し
該
暫
定
的
原
一
貼
が
、
架
空
性
の
も
の
か
に
就
て
少
し
く
考
察
を
要
字
。
ぺ

架
空
的
の
も
の
な
ら
ば
、
前
記
六
ケ
所
以
外
多
ζ
の
翻
測
成
績
乞
充
足
せ
ぎ
一
る
こ
と
あ
る
や
も
知
れ
ず
ブ
先

二
一
六
五

ー‘、，



暫
定
原
黙

に
艶
す
ろ

期
待

本
調
査
の

目
的

各
地
の
A

及
D

づ
之
を
験
し
置
〈
必
要
・
あ
あ
ノ

C

次
に
白
波
以
外
の
速
度
性
質
経
路
bw-
異
K
す
る
波
に
封
し
て
は
、
該
鮪
は
忽
ち

一
一
大
六

測
績
統
一
の
カ
を
失
ふ
ベ
し
。
然
る
に
若
し
数
十
の
測
黙
に
就
て
、
一
P

P
一s
s等
の
波
に
閲
し
て
も
.
之
が

統
一
カ
を
失
は
ま
る
も
の
と
す
れ
ば
、
該
貼
は
、
賓
際
の
後
動
原
動
に
は
あ
ら
ず
と
し
て
も
、
別
に
重
要
な
る

意
義
を
有
す
る
地
中
姑
な

b
と
考
ふ
る
を
待
べ

B
筈
な
'nノ
。
而
し
て
斯
の
如
会
意
味
の
結
の
配
布
及
移
動
は
，

地
震
調
査
上
等
閑
に
附
せ
ゴ
る
を
可
と
す
べ
し
。
本
調
査
の
目
的
は
と
L

に
あ
h
ノ
。
而
し
て
斯
の
如

3
姑
を
一
出

後
期
と
し
℃
考
へ
た
る
と
主
の
、
地
殻
の
等
方
性
が
、
特
殊
の
侍
及
び
特
別
の
地
域
に
於
て
、
務
化
す
る
か
否

か
も
、
興
味
あ
る
問
題
と
し
て
残

3
る
べ
き
』
な
hJO

て
測

0
.

斯
く
て
前
記
暫
定
的
震
央
貼
よ
ι
り
各
地
へ
の
距
離
を
測
。
て
左
に
表
拐
す
ベ
し
。
此
距
離
ム
は
地
周
を
用
以

附
記
の
震
原
距
離
D
は、

秩

熊

東

杭

地

名

A 

19尖

粁

D 

粁

52 

1由

潰

名

198 192松

A D 

31谷57 伏228 223木

深
3
を
四
十
八
粁
と
し
て
ム
ょ
の
導
き
た
る
も
の
な

0
0

前

筑

混

柿

字

水

松

長

高

高

制
旬。JQ

U
 

70 51京
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P
に
闘
す

ろ
走
時
曲

当
t
k

阜市世三

種

の

一P波一P
に
属

す
る
三
種

波
の
蓮
度

P
の
川
口
波

二
六
八

第
一
表
の

P
の
殺
現
時
金
部
を
横
軸
に
取

b
、
本
表
の
A
及
D
を
縦
舵
取
'
り
て
・
走
時
曲
線
を
描
け
ば
附
国
の

如
〈
お
る
。

t
D
曲
線
を
見
f

る
に
、
ー
‘
Y
H
y
h

及
仙
-
h
h
の
六
本
あ
ム
リ
。

V
に
関
す
る
三
本
は
双
曲
線
的
に
し
て
、

V
穏
波

の
球
技
時
付
、
震
原
距
離
と
一
次
比
例
を
な

3
ゴ
る
な
の
。

斯
く
直
線
を
な
す
こ
と
は
、
此
の
に
関
す
る
波
が
一

r
波
の
如
く
直
達
的
に
第
一
一
層
を
波
及
せ
る
こ
と
を
意

味
す
。
然
る
に
之
が
三
本
に
分
る
L

と
と
は
、
第
一
居
直
達
波
に
三
種
類
あ
る
こ
と

k
意
味
す
。
而
し
て
其
各

の
有
す
る

Y
軸
の
裁
片
は
皆
二
七
、
五
秒
に
し
て
、
前
に
算
出
し
た
る
原
貼
後
震
時

K
A口
致
す
。
震
原
知
を
同

の
に
関
す
る
一
二
本
は
直
線
な

6
0

時
に
殺
し
て
後
三
本
に
分
る
、
と
と
は
各
波
速
度
を
異
に
す
る
と
と
を
意
味
す
。
即
ち
各
速
度
を

e
F
H
u
b
∞u
S
H
U
・吋
ω
U
3
H
h
p・
串
吋
閃
豆
一
回

の
如
く
算
出
し
得
る
な
h
J
。

依
℃
一
P
の
町
一
波
は

守司‘・

11 
〆........ 
凶

ーーーー-
C司

'-0 
αコ

、-./

ロ
+ 
~ 
民 1

~ 

〆-、
乙4
、-./

を
漏
足
す
ぺ
し
。
此
式
に
観
測
地
の

D
を
入
れ
れ
算
出
し
た
る
'
し
と
賞
測
値
と
の
比
較
左
の
如
し
。

観

測

地

谷熊

横

i阜

屋古名

間三柿

松

銚

盟

京'東

前

沼

高

尽

分

潰

本

橋

津

子

岡

都

悶



前
橋
、
追

分
‘
絵
本

の
稜
震
遅

れ九
波
の
等

方
的
波
及

一r
の
向

波

@ 

D 

57 

70 

230 

生07

3生O

76 

78 

103 

170 

107 

131 

94 

153 

色

0.6，"， 37.0' 37.6、

39.2 38.5 

nu 
nu 

4.0' 40.2 生生.2

0.4": 40.5 40.9 

生生.7 45.2 

66.0 63.3 

生5.4 45.5 

4.5* 43.2 47.7 

53.1 '53.8 

55.9 56.9 

95，6 93.3 

84.生 84.4

5生.4.6* 生9.4

色。

0.7 

0.5 

0.3 

0.1 

1.0 

2.3 

差

0.7 

右
の
差
の
大
3
を
見
る
に
、
大
部
分
一
秒
以
下
を
以
て
計
算
と
賓
測
と
が
合
致
す
。
唯
前
橋
と
松
本
と
追
分

Le--
の
三
ケ
所
は
、
地
闘
上
一
直
線
に
配
列
3
る
L
土
地
な
る
が
、
之
の
差
が
揃
ぴ
℃
恥
・
庁
庁
。

-Eほ
ど
の
差
乞
有

す
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
も
の
に
し
℃
、
此
三
ヶ
所
に
就
℃
は
、
乙
式
の
加
項
匂
-u
を
臼
・
也
氏
改
む
る
必
要

あ
ι
り。

3
れ
い
乙
仇
乞
五
、
九
八
と
す
る
こ
と
に
は
少
し
も
援
'
り
な
し
。
此
知
に
就
℃
は
後
に
考
察
を
加
ム
ポ
し
ρ"

右
表
の
観
測
地
の
配
布
を
見
る
に
、
震
央
に
針
す
る
各
方
向
を
網
羅
す
。
故
に
此
波
は
各
方
向
に
等
し

3
速

度
を
以
て
波
及
せ
し
も
の

K
し
て
、
等
後
震
時
線
は
、
最
初

K
暫
定
し
た
震
央
を
中
心
と
す
る
完
全
な
る
同
心

固
と
な
る
。

次
に
一
Y
4
の
叫
波
は
、
前
に
甲
式
と
し
て
揚
げ
た
る
と
同
様
、

市
川
川
匂
一

u・吋

ω
+凶
吋

-u

丙

を
充
足
す
べ
き
も
の
と
な
h
J
O

此
式
に
、
観
測
地
の

D
を
入
れ
て
算
出
し
た
る

ι'と
、
震
測
値
と
の
比
較
左
表

の
如
し
。

=A九

グ
ノ一~¥~ー



前
橋
追
分

松
本
の
強

震
遅
れ

じ
涯
の
等

方
的
波
及

n~ 

東

観

測

地

57 谷

京

滋

70 

D 

37.6 

生0.1

t巴

37.4: 

39.7 

差

02 

a
t
2
 

A

U

A

U

 

右
表
の
差
の
大
3
を
見
る
に
、

こ
と
免
れ
ゴ
る
も
.

A
U
 

和
歌
山
、
洲
本
の
如
主
遠
方
は
、
震
度
微
弱
の
た
め
一
秒
以
上
の
値
を
見
る

続78 基0.9生生.1

前

甲

這

柿

沼

留E

信1

屋古名230 67.8 6

・A
M

庁

6

0

d

B
o
n
o
 

岐ft! 238 69.5 

一七

O

彦

洲

山歌和

本

橋

府

キ去

長

子

回

根286 

ι25 

壬4:0

76 

8:3 

L、
7) 

島-一4i
 

E上
γ

本

!Il} 

153 

170 

7618 

103.0 

108.1 

丑長.2生0.8

0.8 4:2.0 

38え壬3.9 4.7.7 

岡

53.8 

56.9 

77.4 

10壬.3

1.3. 101.7 

3.8 

生2.8

94: 

103 

138 

5壬.2

57.2 

0.6 

他
は
皆
僅
小
の
誤
差
を
以
て
質
測
と
合
致
す
。
但
し
米
印
を
附
し
た
る
前
橋
、
追
分
、
松

3.40* 

107 

131 

長5.2

46.3 

5ι 

51.9 

0.4: 

0.3 

02 

揃
ひ
て
三
秒
六
内
外
な
る
こ
と
は
、
前
記
れ
の
場
合
と
同
様
の
意
味
に
於
て
後
の
考
察
を
要
す
。

h
波
の
速
度
と
し
て
は
矢
張
。
五
、

本
の
誤
差
が
、

該
三
地
に
就
て
は
.
丙
式
の
加
項
を
ゴ
二
、

七
三
粁
に
援
の
無
き
な
り
。

長5.5

50.4: 

51.6 

一
・
と
す
れ
ば
可
な
る
べ
く
、

即
ち
前
に
六
ケ
所
伝
就
℃
立
℃
た
る
式
は
、
観
測
結
を
三
倍
に
し
て
験
す
る
も
、
十
分
に
成
立
し
て
遺
憾
無

4:6.2 

き
な
ιり
。
而
も
其
観
測
結
は
、
・
札
八
姑
に
劃
す
る
各
方
向
を
網
羅
す
。
故
に
此
波
は
、
各
方
向
等
惑
を
以
て
波
及

0.3 

3.ι* 

0.3 

次
氏
一
P
(
或
は
一
S
?
)
の
約
一
波
は

せ
し
も
の
に
し
℃
、
等
殺
震
時
線
は
、
暫
定
震
央
を
中
心
と
す
る
。
完
全
同
心
固
な

b
。

0.1 



P
の
勾
波

%
波
の
等

方
的
波
及

小
蹄
結

叫

H
H
H
)

下
町
+
笥
-u

・
・
・
・
・
:
:
:
・
・
:
:
:
:
・
・
・
・
・
・
:
:
・
・
・
・
:
・
・
:
(
丁
〉

を
充
足
す
べ
き
も
の
也
。
此
式
に
観
測
地
の

D
b札
入
れ
て
算
出
し
た
る
れ
と
1

賓
測
値
と
の
比
綾
左
表
の
如
し
。

αυ nv 

之
を
見
る
に
、
僅
小
の
誤
差
を
以
て
良
く
賓
測
と
計
算
が
A
口
致
ず
。
た
Y
前
橋
が
五
秒
七
の
筑
去
を
出
し
た

る
こ
と
は
、
前
記
叫
及
向
の
場
合
と
同
様
の
意
味
に
於
て
後
の
考
察
を
要
す
。
此
場
合
前
橋
の
相
手
た
る
追
分
及

観

測

地

57谷'日5

70京東

D tc 

0.4: 4:0.3 4:0.7 
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o
晶

q
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a
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差

前76橋

柿

沼

* 
新

103岡

0.1 51.4: 51.3 -107津

1.0 56.6 55.6 130戸

0.2 79.0 79.2 230屋古名

233 i息

0.0 50.5 50.5 

松
本
を
快
打
、
は
、
之
現
れ
ぎ

0
し
た
め
に
あ
ら
ず
じ
て
‘
記
象
を
質
見
せ
ば
、
現
れ
居
る
の
か
も
知
れ
ゴ
る
な
。
。

右
表
に
掲
け
し
観
測
地
は
.
震
央
に
針
し
各
方
向
を
網
羅
す
。
故
に
本
波
も
亦
、
各
方
向
等
速
に
波
及
せ
し

も
の
な

0
。
従
つ
℃
‘
等
殺
震
時
線
は
震
央
を
中
心
と
す
る
完
全
同
心
固
と
な
る
。

以
上
に
依
℃
、
地
殻
最
表
層
を
直
達
す
る
、
所
説
一
P
淡
に
似
た
る
波
が
三
種
あ
'n
，
七
、
各
其
速
度
を
異
に

し
.
し
か
も
等
方
的
に
波
及
す
る
も
の
た
る
事
を
認
め
ゴ
る
を
得
ず
、
之
を
認
な
る
と
と
に
よ
台
、
各
地
の
後

震
時
を
装
死
良
く
解
説
じ
得
ベ
〈
、
且
前
記
暫
定
震
原
勅
を
有
意
義
の
も
の
た
ら
し
む
る
な

9
0

七



ゐ
に
閥
す

ろ
走
時
曲

線V
波
の
経

路P 
波

七

一
一
し
か
の
み
な
ら
・
ず
ベ
之
を
認
む
る
と
と
に
よ
。
、
延
い
て
は
、
地
殻
の
第
三
屠
を
潜

j

り
て
迭
す
る
、
所
謂
P
、

波
の
存
在
お
よ
び
、
第
一
層
の
厚
味
ど
1

後
述
に
よ
ム
り
て
極
め
て
き
ま
。
良
く
設
明
し
得
る
ζ

と
λ
な
・
る
な
り
J

t
D
曲
線
に
於
て
、

V
に
閲
す
る
三
本
は
、
直
線
を
な
ヨ
ず
し
て
、
双
曲
線
を
な
す
を
見
だ
る
が
、
‘

傍
て
、

之
を

t
曲
線
に
就
て
見
る
に
、

V
に
閲
す
る
分
は
、
三
本
共
直
線
を
な
す
。
即
ち
之
は
、
此
波
の
第
一
一
婚
を
通

過
す
る
経
路
の
長

3
が、

A
の
大
小
に
拘
ら
ず
一
定
に
し
て
、
ー
の
遅
速
は
、
此
波
が
第
二
屠
の
表
面
を
停
る

経
路
の
長
短
に
の
み
由
る
と
と
を
意
味
す
る
な
。
。
且
第
一
一
屠
の
厚
味
が
至
る
所
一
定
な
る
と
と
を
も
意
味
す
。

即
ち
V
波
の
経
路
は
1

震
原
よ

0
・
第
二
層
面
に
向
つ
℃
、
臨
界
角
に
返
さ
角
度
・
も
を
以
て
入
射
し
、
屈
折
角
九

十
度
を
以
で
第
二
屠
の
表
面
を
停
は
。
、
之
が
測
賂
よ
h
前
方
一
定
の
水
平
距
離
(
件
。
ロ
ふ
×
潟

l
淘
③
砲
や
)

に
於
て
第
一
一
層
に
入
射
し
、
再
び
・
も
な
る
屈
折
角
b
w
一
以
て
測
結
に
射
出
す
る
な
ム
ツ
。
故
に
震
原
よ
ム
り
第
二
屠
に

入
射
す
る
山
内
地
の
距
離
と
‘
再
屈
折
貼
よ
A

り
測
貼
ま
で
の
距
離
と
の
和
は
、
第
一
一
暦
の
厚
味
が
各
地
平
等
な
ら
ば
、

常
に
一
定
す
。
従
っ
て
各
地
の
後
震
時
は
唯
震
央
距
離
と
の
み
一
次
比
例
を
な
す
。
故
に
、

V
波
の
後
現
時
と

A
と
の
関
係
曲
線
が
直
線
な
ら
ば
、
此
波
は
右
記
の
如

3
経
路
を
取
・
'
り
て
波
及
す
る
、
所
謂
P
波
の
如
き
も
の

た
る
と
と
を
意
味
し
、
且
其
れ
が
潜
る
ベ

3
第
二
屠
の
深
3
は
各
所
一
定
な
る
と
と
を
意
味
す
。

附
間
t
A
曲
線
を
見
る
に
、

?
に
関
す
る
分
は
三
本
と
も
双
曲
線
な
る
に
、
此
V

N

K

属
す
る
分
は
直
線
民
じ

て
且
三
本
あ

b
。
之
は

P
波
に
於
℃

E

速
度
を
異
に
す
る
三
種
類
あ
る
と
と
を
意
味
す
。
而
し
て
其
各
の
有
す



コ
一
種
の

P

波P
波
に
属

す
ろ
三
種

の
速
度

三
種

P
波

の
第
一
一
暦

中
の
速
度

V
波
と

e

波
と
の
闘

係の:p
車豆の

~ j路 Vl.

波

る
Y
軸
の
裁
片
は
三
種
と
も
皆
異
な

-oa
然
る
に
此
裁
片
の
大

3
は
1

本
波
が
第
一
屠
を
通
過
す
る
と

S
の
遮

度
化
よ
っ
て
定
る
も
の
な
。
。
故
に
本
波
は
第
二
層
面
を
停
る
と
き
に
の
み
ゴ
一
種
類
K
分
た
る
、
h
k
あ
ら
ず
し

で
、
，
本
来
的
に
種
類
を
異
に
す
る
も
の
ー
と
云
付
、
ぎ
る
べ
か
ら
ず
。

此
波
の
第
二
日
席
停
播
速
度
は
t
A
曲
線
に
於
て
の
、
門
出
h

と
と
の
値
に
よ

'ιて
次
の
如
く
見
出
3
る。

J
J
H
E
・∞怠
u

ぐ回

H
h・3M
〈
ω
H
U
・串
O

H

内
宮
古

右
の
机
は
、
柿
岡
と
演
松
に
就
℃
の
ム
の
差
を
、

t
の
品
一
況
に
て
除
し
た
る
も
の
。
れ
は
伏
木
と
秋
田
に
就
て
。

れ
は
津
ー
と
名
古
古
屋
に
就
て
、
A
の
差
を

ι
の
差
に
て
除
し
た
る
も
の
な
h
ノO

次
に
此
波
の
第
一
層
波
及
速
度
は
、
走
時
曲
線
を
見
れ
ば
直
に
推
察
し
得
べ
し
。
即
ち
、
或
小
な
る
原
距
叉

は
央
距
に
於
て
1
1
-
線
は
的
線
と
A
口
政
し
、

Y
H
線
は
れ
一
線
と
、

V
線
は
町
一
線
と
結
合
す
。

之
に
依
'hJ

、

%
は
れ
と
な
台
、

Y
H
波
は
第
一
一
層
波
及
の
際

町
一
波
が
第
二
屠
に
入
射
し
た
る
と
き
川
波
と
な
'
h
ノ、

は
"
の
速
度
乞
有
し
た
A

リ
し
も
の
と
推
察
す
る
に
難
か
ら
ゴ
る
な
ム
ッ
。

故
に
先
づ
P
の
杭
波
に
就
て
云
へ
ば
!

仇
な
る
第
一
層
速
度
を
有
す
る
も
の
が
、
-
も
な
る
入
射
角
を
以
て
第

二
屠
面
に
入
射
す
る
に
際
し
。

弘
同
二
日
町
・
匂
∞
一
区
・
∞
恥
O
H
O
-
山
お
お
。
ぷ

在
る
と
き
、
此
波
は
第
二
屠
面
を
も
の
速
度
化
て
停
は

b
、
観
測
地
よ
'
り
仏
宮
ロ
ミ
、
た
け
震
央
に
返
・
3
地
結
の

ーと



れ
波
の
着

時

三
七
四

直
下
d
な
る
深
ぷ
の
姑
ょ
の
ゲ
な
る
屈
折
角
を
以
℃
測
結
に
射
出
す
る
な

0
1
該
化
d
は
第
二
層
面
一
の
一
深
3
9

p'
は
屈
折
角
に
し
℃
此
場
合
・
も
に
等
し
J

放
に
V
波
の
着
時
を

t
と
す
れ
ば

令唱

11 
b ---ド・4

~ 
~。

持h

o'w 

十

。‘

，--、、

戊
、ーJ

之
を
柿
岡
の
観
測
に
充
つ
れ
ば

B
-
H
H
S
一一ω・
足
。
+
?
?
日
ωAmhu

議
松
の
観
測
に
充
つ
れ
ば

日。・ゅ

H
S一巳・
ω
品
。
+
守
、
守
し
H

∞p
o
u

此
b
の
値
三
四
、
六
五
秒
と
、
仇
一
波
の
原
知
に
於
け
る
後
時
二
七
、
五
秒
と
の
差
七
、
一
五
秒
は

吋・
]
5
U
H
(
凶
ら

l
F
)

∞
g
之
3
1
4
(
凶
弘

l
v
)
古
ロ
ミ
〈
H

な
る
を
意
味
す
o

h
は
震
原
の
深

3
に
て
四
八
粁
。

J
1戸

H
3

一ω山口小

な
る
に
付も

吋
・

5
H
(山

町
門
出

i
F
)
(
8
0
山

l
gロ
利
低
口
小
)
一
三

リ
(
芝

1
3
2
1丘
四
%
。

T
S尚
一

F
H
l
丘
口
二

M
g九
品



モ
ホ
ロ
ピ

チ
ク
居
の

深
さ

縦
波

14波
の
到

達
匝
域

故
に

故
tζ 

吋
-
H
U
H
(
凶
お
・
!
と
。
。
切
と
3

己

小

H
H
∞∞
ou∞
-
g
f
o
o
ω
守
口
(
)
・
∞
ベ
阜
市
混
uw
。。
ω
と
eHH()・]{品。
ω

u

(

凶
ら

l
F
)
H
阜市
w
・
∞
ベ
-

。と
な
る
に
付
、
第
一
一
暦
の
厚
み
、
即
ち
第
二
屠
表
面
の
深

3
は
四
八
、
四
粁
と
な
λ

り
た
'
9
0
之
即
ち
所
謂
モ
ホ
ロ

内
出

HUS--3付

ピ
チ
ク
屠
の
深

3
に
該
嘗
す
る
も
の
な
ら
ん
。
以
上
の
如
く
、
第
一
一
層
に
在
。
て
は
毎
秒
五
、
九
八
粁
の
速
度
を

有
し
第
二
層
に
入
'
り
て
毎
秒
一
二
、
三
四
六
粁
の
速
度
と
化
す
波
を
I
波
と
名
づ
く
べ
し
。

宮
口
小
(
凶
品
目

l
p
)
H
山口一粁

と
な
る
に
付

-
m波
は
ム
の
廿
七
粁
以
内
は
や
回
然
到
達
せ
ゴ
る
攻
λ

ツ
。
而
し
て
賓
際
を
見
る
に
ム
二
三

O
粁
の

名
古
屋
よ
'
P
遠
く
に
は
到
達
せ

.
3
0
し
が
如
く
見
ゆ
。
併
も
名
古
屋
と
錐
も
辛
う
じ
て
記
象
上
に
此
姑
を
指
摘

せ
し
に
過
ぎ
ず
し
て
.
そ
れ
と
思
は
ず
し
て
は
誰
し
も
之
を
地
震
波
の
現
出
と
忠
は
ゴ
る
程
な
'
り
。
唯
ム
の
二

百
粁
な
る
演
松
及
高
山
は
、
無
関
心
に
之
を
験
出
し
得
し
な
'n
ノ
。
然
る
に
同
じ

I
波
が
第
二
層
を
潜
ら
ず
し
て

直
達
せ
し
と
き
は
、
京
都
、
豊
岡
の
如
ろ
¥
四
百
粁
も
遠
方
に
於
て
験
出

3
れ
居
る
な
'nノ0

4

第
二
日
麿
を
潜

0
し

た
め
に
甚
し
く
衰
弱
せ
し
ζ
と
を
。
物
語
る
。
も
し
此
波
が
衰
へ
ず
し
て
紳
戸
支
ぜ
到
達
せ
じ
と
す
れ
ば
、
同
所

ニ
セ
五



宇
都
宮
‘

高
山
の
遅

着丸
波
の
等

方
的
波
及

P
の
yu--波

が
取
り
た
る
稜
震
時
ょ
の
も
.
管
一

K
四
十
秒
も
早
く
現
る
ぺ
主
な
'
り
。
か
す
か
乍
ら
も
其
形
跡
無
し
と
は
保
し

二
七
六

難
し

0
3
て
I
波
が
第
二
暦
を
潜
'
り
て
到
着
す
る
時
刻
を
t
と
し
て
、
戊
式
に
よ
ム
り
各
地
の
ム
を
入
れ
計
算
す

れ
'ば
左
表
の
女日

熊 L
束る

観
測
地

31谷

ムtc 

0.4 37.2 37.6 

差

51京0.3 38.8 38.5 

広>f..
:>}-L 

-おい

93宮都宇

* 
;;{ff 

高

潰

225屋古名

8生波

92 岡

121 戸

0.8μ.5 45.3 121良

特

3.υ 壬9.7 52.7 186山

192 ~公50.2 

0.1 52.9 52.8 

0.7 41.5 生0.8

0.0 生2.1 生2.1

* 1.6 生2.2 43.8 

0.5 長生.5 生5.

0.0 50.2 

之
を
児
る
に
、
僅
小
の
誤
差
を
以
て
良
く
賓
測
と
計
算
と
が
合
致
す
。
た
Y
宇
都
宮
左
高
山
が
卒
均
二
秒
三
(
士

。
、
七
」
だ
け
遅
着
せ
る
を
見
る
。
此
遅
着
は
、
前
記
叫
h

h

波
の
場
合
と
同
じ
意
味
を
附
し
て
後
の
考
察
を
要

C
 す

。
何
と
な
れ
ば
、

削
U

一
波
の
場
合
に
遅
着
を
見
た
る
前
橋
、
追
分
、
松
本
と
、
右
の
宇
都
宮
.
高
山
と
は
、
地

園
上
一
直
線
を
以
て
迩
ね
得
る
地
帯
に
属
す
る
を
以
℃
な
'
h
ノ。

右
表
に
掲
げ
し
観
測
地
は
、
震
央
に
封
し
各
方
向
を
網
羅
す
。
故
に
本
波
は
、
各
方
向
等
速
に
波
及
せ
し
も
の

-な
A

り
。
従
っ
て
之
に
関
す
る
等
援
震
線
も
、
震
央
を
中
心
と
す
る
完
会
同
心
固
と
な
る
べ
し
。

れ
な
る
第
一
層
速
度
を
有
す
る
、
波
が
、
-
も
な
る
入
射
角
を
以
て
第
二
層
に
射
入
す
る

K
際
し
、



u:子V2

波
の
着

モ
木
ロ
ピ

チ
ク
居
の

深
さ

∞
町
三
日
日
・
吋
ω
可・
3
H
0・吋
ω
g
u
∞恥
H
H
S
一♂

な
る
と

3
、
此
波
は
、
第
二
層
面
に
添
ぴ
、
じ
の
遮

3
に
て
俸
は
h
ノ
、
観
測
地
よ

b
(
2
2
g
e
だ
け
震
央
に
逗
主

地
姑
の
直
下
d
な
る
深
3
の
姑
よ
A

リ
ゲ
な
る
加
折
角
を
以
て
測
黙
に
射
出
す
る
な
ム
り
。
弦
に
d
は
第
二
層
面
の

深
ヨ
、

ず
は
屈
折
角
に
し
吃
此
場

A7u
に
等
し
。

故
に
Y
H
波
の
着
時
を

t
と
す
れ
ば
、

11 

b 
吋

民 1
~ 

+ 
0'-' 

庚

之
を
伏
木
及
秋
田
の
観
測
に
充
賞
す
れ
ば
、

ふ
y
c
H
区
ω
ミ
・
さ
+
デ
∞
∞
-
c
n
ち
]
予
三
+
デ

F
H
u
g
-
町
秒

此

b
の
値
と
.

仙
波
の
原
知

ι於
け
る
後
一
時
二
七
、
五
秒
と
の
去
五
、
七
七
秒
は
)
己
式
と
同
意
味
に
於
て
.

。・ペベ

H
(ぬ
弘
・

l
F
)
8丸一
3

小
川

H
R。山口・
ω
コ。。ゑ
H

C

・0
吋吋恥
G
C
U
U

。。ω
と
せ
N
H
C
・H
H
∞
ωωu

宮
口
小
H
H
H
・0
∞ωペ
O
C
H
-
-
・
ω弘
l
P
H
e
w
-
∞。
ω

而
し
て
h
は
前
出
の
如
く
四
十
八
粁
な
る
民
什

(TUB-恥
粁

即
ち
第
二
居
表
面
の
深
芯
付
、
前
に
E
波
に
就
て
求
め
た
る
も
の
を
み
一
く
合
致
す
。

ニ
七
七



II 
波

y
h
涯
の
到

着
匝
域

近
畿
地
方

へ
丸
波
の

逮
ぜ
ざ
ろ

、
、
〉
』

一
七
八

新
の
A
口
致
は
甚
だ
重
要
な
る
と
と
に
し
て
、

ζ

れ
が
合
致
す
る
と
と
に
よ

h
、
前
に
提
出
せ
し
諸
多
の
仮
定
の

異
質
味
を
強
調
す
る
も
の
な

b
。

以
上
の
如
く
、
第
一
層
に
在
ι
り
で
は
毎
秒
五
、
七
三
粁
の
逮
3
を
有
し
つ
L
第
二
層
に
入
。
℃
毎
秒
七
、
七
九
粁

の一巡
3
に
化
す
る
波
を
H
波
と
名
づ
く
べ
し
。

宮
口
小
(
芝
!
と

H
F
C
∞ミ
o
x
s
-
g
ω
H
S
希

と
な
る
に
付
‘
v
h
J波
は
嘗
然
A
の
五
十
三
粁
以
内
な
る
地
へ
は
到
達
せ
ゴ
る
な
。
。
而
し
て
賞
際
の
観
測
を
見

る
に
、
四
百
粁
の
水
深
や
秋
田
へ
ま
で
も
到
達
せ
る
な
hノ

O
3
れ
ど
之
と
略
等
し
き
遠
方
の
一
例
戸
、
豊
岡
.
和

歌
山
、
洲
本
等
へ
は
達
し
居
ら
ゴ
る
な
り
。
東
北
、
石
倉
へ
は
達
し
居
る
も
‘
等
距
離
の
西
方
京
都
に
は
逢
せ

ず
。
西
方
に
達
せ
し
最
遠
は
、
伏
木
、
名
古
屋
の
二
百
三
十
粁
夜
。
。
斯
く
近
畿
へ
は
達
せ
ゴ
ム
リ
し
も
の
か
、

或
は
又
、
注
し
た
'
り
も
射
出
力
微
弱
に
し
て
験
出
し
得
ゴ
，
り
し
も
の
か
、
断
じ
難
さ
な
ι
り。

3
れ
ど
、
等
し
く

日
波
に
し
℃
、
第
二
回
麿
乞
潜
ら
ず
直
山
達
す
る
仙
り
は
、
西
方
の
最
遠
た
る
和
歌
山
洲
本
に
も
達
し
℃
験
出
に
難
か

ら
ゴ
る
な
'
り
。
等
し

3
波
に
し
℃
、
略
水
平
方
向
ょ
の
来
る
も
の
と
、
-
も
な
る
角
を
以
て
下
方
よ
A

り
射
出
す
る

も
の
と
の
問
に
、
此
相
違
あ
る
は
一
、
上
下
動
計
と
水
平
動
計
と
の
機
能
の
相
蓬
か
、
或
は
叉
、
関
西
地
方
の
第

二
層
に
、
震
波
勢
力
吸
牧
カ
大
な
る
地
域
伏
在
す
る
た
め
な
る
か
、
断
ず
べ
か
ら
ず
。

3
て
口
波
が
第
二
屠
を
潜
ウ
て
到
達
す
る
時
刻
を

t
と
し
、
庚
式
に
よ

0
各
地
の
ム
を
入
れ
て
計
算
す
れ
ば
左



• 

v
h
w
波
の
等

方
的
波
及

P
の
れ
波

表
の
如
し
。M

M山
削
問
尚
也

4
0
2
T
=
4
4
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51京東

62渡航

ムtc 

0.3 39.8 長0.1

0.3 壬1.2 壬0.9

3.生壬0.8 4ι2 

差

前

甲

柿92岡0.1 45.1 45.2 

;;n 
/~I .96津0.1 45.s 丑5.5

伏223木0.0 61.9 6U} 

225屋古名0.1 62.2 62.1 

百品233 島63. 0.2 63.2 

石336巻1.8 76.4 78.2 

* 
秋

59橋

63府

398 ì!;?~ 

431 回

0.8 壬2.0 壬2.8

0.6 84.4 85.0 

88.6 0.0. 88.6 

即
ち
極
め
て
僅
微
の
差
を
以
て
計
算
と
賞
測
と
A
口
致
す
。
但
、
前
橋
が
三
秒
鈴
の
差
を
出
せ
る
こ
と
、
前
記
の

諸
波
と
同
一
に
し
て
、
無
意
味
の
差
と
し
て
拾
っ
べ

3
に
あ
ら
ず
。
地
周
上
、
前
橋
と
一
直
線
上
に
並
ぶ
追
分
、

期
待
も
あ
る
な
。
。

宇
都
宮
、
松
本
、
高
山
の
記
象
よ
h
ノ
本
波
宏
験
出
し
符
る
と
す
れ
ば
、
或
は
前
橋
と
同
じ
き
誤
差
を
見
ん
か
の

右
表
に
掲
げ
し
観
測
地
を
見
る
に
‘
二
百
数
十
粁
以
上
の
遠
距
離
に
就
て
は
、
測
結
が
東
北
地
方
に
偏
し
居
れ

ど
も
、
そ
れ
以
内
に
於
て
は
、
央
貼
に
針
し
各
方
面
を
網
羅
す
。
故
に
本
波
も
各
方
向
等
速
に
波
及
せ
し
と
と

を
設
す
。
従
っ
て
之
れ
に
関
す
る
等
後
震
時
線
は
同
心
固
と
な

0
1
共
中
心
は
前
記
の
暫
定
震
央
勅
に
静
岡
る
。

的
な
る
第
一
層
速
度
を
有
す
る
波
が
、
-
も
な
る
入
射
角
を
以
て
、
第
二
日
膚
に
射
入
す
る
に
際
し
、

巳
口
小
川
H
d
L
く
u
H
品・均一日・山
E
N
C
-
∞同∞∞∞
Hω

p

，JO
 

--

二
七
九



時Va
j，rJl 
0) 

着

• 

モ
ホ
ロ
ピ

チ
ク
居
の

深
さ

二
八

O

な
る
と
き
、
屈
折
角
は
九
十
皮
と
な
h
七
第
二
居
表
面
に
沿
ひ
れ
の
遮

3
に
て
俸
は
ム
リ
、
観
測
地
よ
ム
リ
震
央
へ

の
水
4
距
離
〔
玄
白
?
な
る
地
結
の
直
下
d
な
る
深
3
の
結
よ
'nノ、

少
な
る
屈
折
角
を
以
て
測
結
に
射
出
す
る
な

ム
り
。
抜
に
d
は
第
二
層
面
.
の
深
3
、

ゲ
な
る
屈
折
角
は
此
場
合

-nνK
等
し
き
な
り
。

故
に
本
波
の
着
時
を

t
と
す
れ
ば
、

11 
b 
cス
トキ』

σー+ 
Cア

〆ー「

辛

之
を
津
及
名
古
屋
の
観
測

K
充
つ
れ
ば
、

∞
切
・
ω
H
ω
2
3
・
怠
十
?
ヨ
・
0
H
凶
山
町
一
u
-
B
+
?
び

HHωω・

3

此
b
の
値
と
、

的
の
原
知
に
於
け
る
後
時
二
七
、
五
秒
と
の
差
六
、
二
九
秒
は
、
己
式
と
同
意
味
に
於
℃
、

予
防
包

H
H
(
凶
弘
・
!
と
。
。
之
一
e
u

小
川

HhhpoO吋・

5
J
g
ヱH
0
・
u
戸
陸
∞
P
。
。
丈
一
e
M
H
O
-
H
M
∞
町

宮
ロ
小
H
U
H
-
h
F
凶
u
o
u
吋
吋
・
.
・
問
色
l
v
H仇

mmw・mvoH

而
し
て
h
は
四
十
八
粁
な
る
に
付

包

HHhF∞-u
粁

即
ち
第
二
屠
表
面
の
深
さ
は
、
前
に
I
波
及
び

H
波
に
就
℃
求
め
た
る
も
の
と
金
く
A
口
致
す
。

新
の
A
口
致
は
、
前
提
各
般
定
の
異
質
味
を
支
に
強
調
す
る
も
の
な
ι
り。



JJl 
波

以
上
の
如
く
、
第
一
一
層
に
在
。
て
は
毎
秒
四
、
四
七
粁
の
速
さ
を
有
し
つ
L
第
二
居
に
入
'
り
て
毎
秒
五
、
四
六
粁

の
逮
ヨ
に
務
ず
る
波
を

m波
と
名
づ
く
べ
し
。

丸
波
の
到
~

達
匪
域

冨
ロ
ホ
(
詑
l
F
)
H
H
A
k
m
g
ミ
×
B
-
G
G
H
H
H
S
・
∞
粁

な
る
に
付

.
m波
は
蛍
然
A
の
七
十
粁
以
下
な
る
地
へ
は
到
達
せ
ゴ
る
な
'
り
。
而
し
て
測
績
を
見
る
に
、
名
古

屋
、
津
、
大
阪
、
紳
戸
等
の
西
方
遠
〈
設
で
式
到
達
し
、
津
阪
神
等
に
℃
付
之
を
本
震
の
同
地
に
於
け
る
後
震
時

と
験
測
せ
h
，
。
叉
、
名
古
屋
に
於
て
は
本
波
川
到
着
が
初
期
微
動
中
の
一
節
と
な
'
り
て
験
出
1

得
ら
れ
し
が
、

夫
と
同
様
に
東
北
地
方
の
遠
方
は
皆
‘
本
波
到
達
相
官
時
刻
は
其
地
の
初
期
微
動
印
績
時
間
中
に
屈
し
、
仔
細

に
験
測
せ
ば
、
相
蛍
時
刻
に
本
波
到
達
ξ
首
肯
し
符
。
へ

3
節
L
7

見
出
し
符
ず
と
は
保
し
難
か
る
べ
し
。
例
へ

ば
秋
田
に
於
て
同
地
の
後
震
時
よ
h
ノ
還
る
L
と
と
二
十
四
五
秒
透
に
、
震
相
の
餐
節
無

3
か
と
期
待

3
る
L
-な

津
、
大
阪
.
一
柳
戸
は
、
幸
ひ
に
し
て
本
波
が
、
地
震
計
に
現
れ
し
初
動
と
な
'
り
居
'
り
し
た
め
都
合
よ
ろ
し
か
'
h
ノ

し
も
‘
他
の
各
地
は
震
績
中
に
属
す
る
た
め
、
之
を
験
出
す
る
に
は
特
殊
の
注
意
を
要
す
。
従
っ
て
普
涌
駿
測

訟
に
よ
る
測
績
を
以
て
し
て
は
、
本
波
の
波
及
朕
況
を
見
る
能
は
、
ぎ
る
な

0
。

3
れ
ド
と
本
被
の
着
時
を

t
と
し
て
、
観
測
地
の
ム
を
辛
式
に
入
れ
て
計
算
せ
ば
左
表
の
如
し
。

ニ
八
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足
達
地
と

m波

怖

沼

境
問
也

寸

aaA
・、
-
V
4
4
S
A
F

¥)2 府j

96洋

ム

5::1.5 

51.3 

tc 

50.6 

51.生

差

0.1 

0.1 

二
八
二

* 

大

市rt

225屋古名

津

397 戸

377 阪

121戸

~84: 

55.6 

85.8 

75.0 

壬.1 102.8 1C6.9 

106.5 107.7 

56.0 

75.0 

85.8 

0.4 

0.0 

0.0 

1.2 

即
ち
犬
阪
に
於
て
は
誤
差
大
な
る
も
、
他
は
僅
小
の
差
を
以
て
質
測
と
人
口
致
す
。
前
記
理
由
に
よ
ム
リ
、
各
方
向

の
測
結
を
網
羅
す
る
能
は
ゴ
'
り
し
も
、
と
れ
だ
け
た
以
て
し
て
も
、
央
結
を
中
心
と
す
る
悶
心
闘
を
各
地
の
援

震
時
に
勤
し
、
遠
近
常
通
じ
、
字
図
だ
け
は
描

3
得
る
な
'
り
。
本
波
の
等
方
的
波
及
も
亦
認
め
ゴ
る
を
待
ず
。

弦
に
注
目
す
べ

3
は
、
水
戸
に
於
て
S
叉
は
L
'
r一
穂
せ
ら
る
-L
主
要
動
の
初
動
と
し
て
問
所
が
之
争
一
験
出

L
た

る
杭
の
が
恰
度
此
丸
、
波
の
後
時
に
相
砂
田
す
る
こ
と
な
L

りJ

ぞ
れ
程
に
此
波
は
顛
若
に
現
出
せ
し
な
'
り
J

叉
紳
戸

大
阪
の
如
く
遠
方
に
し
て
他
の
先
駆
波
が
皆
.
記
象
上
注
目
し
符
ぎ
る
程
衰
弱
せ
し
に
拘
ら
ず
、
本
波
だ
け
は

験
出
し
符
ら
れ
し
な
'
り
。
そ
れ
程
に
本
波
は
距
離
に
針
す
る
毒
命
長
か
'
り
し
な
'nノ

O

又
あ
ま
の
遠
方
な
の
と
て

今
ま
で
除
外
し
置
き
た
る
高
知
の
測
績
は
、
脱
税
震
時
二
二
七
、
四
秒
に
し
て
A
は
概
測
五
百
八
十
粁
な
る
が
、
之

に
辛
式
を
適
用
し
て
計
算
す
る
に
、
計
算
上
の
楼
震
時
は
一
四

O
秒
と
な
L

り
、
賢
測
と
一
一
、
六
秒
の
差
を
見
る
に



九
%
が
立
与
也
い

、I
J茅
制
D
川‘

な
ろ
四
波

三
種
の
抵

期
待
性

過
ぎ
ず
。
即
ち
約
六
百
粁
の
後
震
時
は
た
波
の
着
時
を
意
味
せ
し
な
'n
ノ
。
更
に
又
、
等
し
く
田
波
に
し
て
第
二

屠
を
潜
ら
ゴ
る
直
達
波
た
る
町
一
は
、
今
ま
で
新
潟
名
古
屋
が
最
遠
測
黙
と
思
ひ
居
た
れ
ど
、
之
は
震
績
中
の
殺

現
相
た
る
関
係
上
.
他
所
に
℃
は
注
意
を
惹
か
ま
'
り
し
ま
で
の
と
と

K
℃
、
賓
は
夏

K
泣
く
の
地
へ
も
遣
し
居

る
も
の
た
る
と
を
次
の
事
賓
が
之
を
詮
す
。

即
ち
之
も
今
ま
で
あ
ま
ι
目
出
場
地
と
し
て
除
外
し
置
主
た
る
帯
皮
の
測
績
は
、
後
震
時
二
一
九
秒
に
し
て
、
其
ム

は
八
百
四
十
粁
な
る
が
、
之
に
町
一
波
の
後
震
時
算
出
式
(
丁
)
を
適
用
す
る
に
、
二
一
五
.
四
秒
を
得
べ

3
に
付
、

賞
測
と
の
差
僅
か
に
三
秒
六
に
過
ぎ
ず
。
即
ち
帯
皮
の
殺
震
時
は
叫
一
波
の
着
時
を
意
味
せ
る
こ
と
を
知
る
。

。

乃
ち
町
波
は
、
第
二
日
唐
に
於
℃
も
第
一
層
に
於
て
も
距
離
に
就
て
の
減
衰
度
、
他
波
に
比
し
て
蓬
か
に
少

3
こ

と
を
知
る
。

倍
℃
、
以
上
に
よ
っ
℃
、
所
詰
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ク
居
に
相
静
岡
す
る
第
二
層
の
深
3
は
、
四
八
、
四
粁
な
る
と
と
三
方

面
よ
'
り
の
計
算
み
な
吻
合
す
。
而
し
て
此
屠
の
上
面
に
於
て
は
、
震
波
(
縦
波
か
と
忠
は
る
る
も
の
)

に
三
種

の
速
度
を
奥
へ
居
る
を
見
た
hJ
。
叉
第
一
一
層
に
於
℃
本
同
校
三
種
類
を
見
る
。
而
し
て
、
上
越
に
於
て
は
、
第

一
一
暦
の
波
速
の
は
、
第
二
層
の
波
遮
V
と
夫
々
一
針
づ
L

三
種
の
組
と
な
ι
り
居
る
も
の
と
認
め
℃
、
其
各
組
に

I
H
m
の
名
稀
を
奥
へ
置

3
た
'
り
。
此
意
味
は
、
不
言
裡
に
、
波
動
の
特
性
に
三
種
あ
h
し
こ
と
を
限
定
せ
し

な
。
。
ヨ
れ
ど
若
し
然
ら
ず
し
て
、
唐
其
物
が
同
一
波
に
針
し
異
速
を
奥
ふ
る
も
の
と
仮
定
せ
ば
.
上
記
向
日

二
八
三



静
の
持
性

に
わ
ら
ず

出
縫
・
時
の

遅
れ
に
も

れ
ら
ず

測
候
所
の

測
時
説
差

二
八
四

の
如
き
組
合
せ
れ
乞
取
ら
ず
し
て
、

m.vh
の
如

3
組
合
せ
を
取
ム
リ
、
第
一
一
層
に
於
セ
五
、
九
八
粁
の
遮
ヨ
を
有
し
た

る
波
が
、
七
‘
七
九
粁
の
波
惑
を
奥
ム
ベ

3
第
二
屠
に
入
射
せ
し
場
合
を
考
へ
見
る
必
要
あ
ι
り
。
此
場
合
、

h

∞
廿
二
日
H
U
-
m
w
∞
ミ
・
3
H
C
-
g
g
u
c
∞
M

小

HH旬。。()∞
-
q
w
o
g小
H
H
C
-
R
C
∞
g
u

T
H
(
芝
・
l
F
)
。
。
切
と
u
・
。
∞
+
日
H
∞
ω・吋

と
な
A

りて

一uhv

一JJ+び
HHhvミ・3+ωmw・吋

の
式
を
各
地
に
適
用
し
見
℃
も
.
各
地
の
後
震
時
と
少
し
も
合
致
せ
ず
。

故
に
上
述
各
事
象
は
‘
屠
の
特
性
に
あ
ら
ず
し
℃
、
波
動
の
特
性
と
な
す
を
至
賞
と
す
ば
じ
。
而
も
三
種
波
共
、

震
原
知
を
同
時
に
殺
し
た
る
も
の
に
し
て
、
殺
震
時
が
同
〈
ロ
ハ
ロ
同
な
る
は
原
知
殺
時
の
遅
れ
の
た
め
に
あ
ら

ゴ
る
と
と
は
、
走
時
曲
線
の
各
々
が
、
い
こ
れ
と
も
相
並
行
せ
ゴ
る
と
と
よ
'hr

察
し
符
べ
し
。

然
る
と

3
、
同
一
一
経
路
を
波
及
す
る
縦
波
(
?
)
を
三
穏
に
分
類
又
は
分
析
せ
ゴ
る
を
得
ゴ
る
な
ι
り
。
而
し
て
三

波
と
本
波
及
の
方
向
を
選
ば
ゴ
る
こ
と
、
上
記
綾
述
の
如
く
、
水
平
的
に
は
品
目
極
め
て
等
方
的
に
波
及
し
て
、

各
方
向
の
測
結
に
於
け
る

t
A
又
は

t
D
の
座
標
結
は
、
大
部
分
は
秒
未
満
の
差
を
以
て
、
走
時
曲
線
に
纏
着

せ
る
な
λ

ツ。

又
一
従
来
往
々
に
し
て
測
候
所
の
時
刻
に
数
秒
の
誤
差
を
許
容
す
る
向
も
あ
ι
り
し
が
、
近
時
は
一
秒
以
上
の
誤
差



強よ湖
度ろ測
の射地
差出に

表
居
侍
質

高
山
外
五

ケ
所
の
強

震
時
遅
れ

等
は
無
か
る
べ

3
筈
な
ム
ッ
。
熊
谷
測
候
所
の
地
震
計
用
記
事
時
計
な
ど
は
日
差
の
不
同
少
し
も
無
く
常
に
一
日

の
進
み
一
秒
く
ら
ゐ
を
績
け
居
る
程
也
。
故
に
、
殺
震
時
ξ
距
離
の
関
係
曲
線
が
数
僚
に
分
る
L
乙
と
は
、
決

し
℃
時
刻
観
測
の
誤
差
に
は
あ
ら
ゴ
る
な
'
り
。
(
過
失
に
よ
る
誤
差
は
此
限
に
あ
ら
ず
。
)

地
震
計
の
戚
皮
高
間
顧
と
な
る
べ
け
れ
ど
、
鈍
き
地
震
計
に
戚
じ
始
む
る
劫
は
、
肌
紘
一
主
計
山
市
広
は
.
具
に
著
し
く

戚
じ
て
震
相
中
に
特
使
節
を
生
じ
、
お
の
づ
か
ら
共
通
の
節
姑
を
験
出
し
得
る
こ
と
、
な
る
。

唯
乙

I
L
K
特
に
注
意
す
べ

3
は
、
計
器
の
敏
鈍
に
よ
ら
ず
、
波
動
其
物
が
、
土
地
を
撰
ぴ
て
強
く
叉
は
弱
く
射

出
す
る
と
と
な
'
り
。
著
し

3
例
は
、

P
の
れ
及
仏
り
は
、
水
戸
に
於
て
は
主
要
動
の
初
と
取
の
得
る
耗
著
し
く
現

れ
た
る
に
、
同
方
向
の
柿
岡
に
あ
'
り
て
は
草
に
振
動
方
向
の
急
援
を
一
不
す
程
・
反
に
止
ま
'n
ノ
、
振
幅
及
遡
期
に
は

大
差
を
生
ぜ

3
6
し
事
の
如
く
、
叉
v
h
a

波
は
東
北
地
方
に
て
は
験
出
し
易
く
、
近
畿
地
方
に
て
は
難
う
が
如
し
。

之
は
何
に
因
す
る
か
明
か
な
ら
ゴ
れ
ど
、
或
は
表
面
附
廷
の
地
層
の
特
質

K
図
る
に
あ
ら
ぎ
る
か
と
も
考
へ
ら

る
。
而
し
て
其
層
の
一
厚
味
は
、
な
る
べ
く
震
波
が
一
秒
未
満
に
て
遜
過
し
符
る
程
度
と
せ
ゴ
れ
ば
、
他
に
種
々

の
掻
着
を
生
ず
る
虞
あ
F

り
。
若
し
此
表
面
の
特
質
屠
が
厚
け
れ
ば
、
そ
こ
に
波
の
速
度
の
濃
化
等
起
'
り
て
、
走

時
曲
線
や
佐
一
寸
後
震
時
線
の
単
純
牲
を
撹
乱
す
べ
し
。

援
に
於
て
想
起
す
る
は
、
彼
の
高
山
、
宇
都
宮
、
前
橋
、
追
分
、
松
本
が
、
地
岡
上
一
直
線
上
に
位
し
、
其
t

が
、
準
ず
ベ

3
走
時
曲
線

K
釣
し
、

一
定
の
一
隔
'
り
を
有
し
た
p

り
し
と
と
左
。
。
之
に
劃
す
る
設
明
と
し
て
、
此

二
八
五



品宇
山都

宮
と

二
八
六

一
直
線
地
帯
上
の
特
質
表
層
が
、
甚
だ
厚
主
も
の
〉
一
考
ふ
れ
ば
如
何
。
此
居
に
向
っ
て
下
底
ょ
の
震
波
が
射
入

す
る
と
ら
己
、
其
居
内
が
波
及
速
度
を
減
小
せ
し
む
べ
主
性
質
の
も
の
な
ら
ば
、
其
地
帯
上
の
観
測
地
は
波
の
遜

達
を
見
、
其
程
度
は
、
居
の
厚
み
と
性
質
、
射
入
波
の
速
度
に
よ
A

リ
異
る
。

3
れ
ど
此
特
質
地
帯
が
細
長
き
一

直
線
を
な
し
て
存
す
る
が
故
に
、
日
唐
の
性
質
は
会
帯
同
一
と
見
て
可
な
λ

り。

-
版
記
に
於
て
、
宇
都
宮
と
高
山
は
、
町
の
到
達
に
、

一
、
六
秒
と
三
、

O
秒
の
遅
れ
を
見
た
。
。

Y

川
は
射
出
に
際

し
?
と
な
る
ω

之
が
特
質
表
層
に
射
入
し
て
れ
と
な
る
。

向
の
値
は
全
然
不
明
な
れ
ど
、
試
み
に
四
粁
と
し
て
、

特
質
表
層
の
厚
味
ぬ
を
静
岡
'hJ
見
ん
。

仙
の
屈
析
角
H
特
居
入
射
角
H
・

1
特
居
中
へ
の
屈
折
角
H
m
¥
入
射
角
屈
折
角
の
正
弦
比

H
一
、
五
日
処

白山口仇
H
H
0
・
8u
∞
山
口
、
h
H
m
H
H
H
と
S
H
C
・ω
P

。。三
M
H
O
-
∞∞

u
。g
T
H
O
-
g

?
1
1門
c
H門

司

cgω
唱
え
さ
+
(
凶
仏
・
l
v
l
札口ゾ。。之
Y
H
+
h
v
~
〈
H

宇
都
宮
に
就
て
は

ぉ
・
∞
|
凶
吋
-
U
H
L
o
×
。
・
中
日
下
+
(
匂
0
・∞

l
s
l
向
。
)
(
)
・
∞
迫
。
十
匂
∞
下
凶

内
向
。

H
H
O
特叩

高
山
に
就
℃
は
、

同
日
%
。
×
0
・
区
十
吋
・
弓
1

0
・
5(計
十
同
∞
。
一
巳
+
凶
吋
-
G

な
る
に
付
.
之
に
宇
都
宮
よ
ら
出
し
た
る
ぬ
を
入
れ
れ
ば
、

t
は
五
一
、
六
秒
と
な
L

り
℃
、
震
際
の
五
ニ
ー
七
秒



前
橋
這
分

松
本

。

〉
)
僅
か
.
一
一
秒
一
の
差
と
な
る
。

叉
既
記
に
於
て
、
前
橋
、
追
分
、
松
本
は
%
の
到
達
に
何
れ
も
三
、
六
秒
の
遅
れ
を
見
た
り
。

叫
が
特
質
表
層
に

射
入
し
て
的
が
幾
何
と
な
る
か
不
明
な
る
も
試
み
に
三
粁
と
し
て
、
宇
都
宮
の
仇
を
用
ひ
て
右
三
地
の
t
を
概

算
せ
ん
に
、
入
射
角
と
屈
折
角
と
の
正
弦
比
は
っ

-a
一ω

H
H
・2
に
し
℃
、
前
橋
、
追
分
、
松
本
の
下
に
在
る
特

質
居
の
底
面
に
入
射
す
る
角
を
夫
々
、

3
・G
J

O

吋・旬。
u
a
-
C
O
L
e
-
}
す
れ
ば
、
屈
折
角
は
、
日
・
(
)
J

巴
-Howg・5
。
と
な

'
h
，

J

、
原
知
よ
'
り
入
射
姑
ま
で
の
距
離

g
・∞
u

吋∞・∞
u
H
H
吋
・
{
)
粁
と
な
λ

ツ
、
屈
折
勤
ょ
，
h
r
測
勤
ま
で
の
距
離
可
・
∞
、

]∞b
u
お
い
と
な
'
り
、
此
合
計
距
離
を
波
及
す
る
に
要
す
る
秒
数
は
.
思
-
P
5
・P
問。・
0

に
し
て
、
之
に
原
知

後
時
二
七
、
五
秒
を
加
ふ
れ
ば
、
到
達
時
刻
と
な
ム
ツ
、
次
の
如
く
出
づ
。

'
W同
b

E
-」

出
口

H
h
F
F
(
)

同

H
l
h串
・
凶

出
M
H
O
-
∞

諒

起き

恥吋・
h
F

。・
ω

日、
十

恥吋・ペ

神
子〆

斗
れ

日恥・一{

日恥・

。・一戸

即
ち
三
地
の
後
震
時
を
良
く
説
明
す
。
設
に
用
ひ
た
る
町
の
四
粁
も
三
粁
も
、
あ
ま
'O
無
理
な
る
数
に
あ
ら
ゴ

る
べ

3
に
付
、
ぬ
に
I
H
雨
波
を
遜
し
て
偶
然
乍
ら
も
都
合
よ
く
、

一
直
線
上
に
配
列
す
る
五
地
の
後
震
時
乞

説
明
し
得
た
る
こ
と
に
よ

b
、
特
質
表
屠
の
厚
味
の
桁
を
十
六
粁
と
見
る
と
と
を
符
ん
か

G

而
し
て
此
屠
の
底

面
の
幅
に
は
制
限
を
附
す
る
必
要
あ
ム
ッ
即
ち
、
五
地
の
内
震
央
に
最
も
逗
主
前
橋
に
於
℃
、
屈
折
姑
よ
'
り
測
結

二
八
七



地41ド
帯別

低
速

作、・皮こ党

よ
ふ

t
J刀

t
'
e
J
u
a

て

二
八
八

ま
で
の
距
隊
一
七
、
八
粁
、
加
折
角
二
七
度
な
る
に
付
、
前
橋
よ
'η

央
知
の
方
へ
九
粁
ば
か
λ

り
も
底
面
が
擦
が
。

居
る
を
要
す
。∞山口町。×口・∞

H
∞-
H

粁

又
央
黙
と
追
分
と
を
連
ね
る
線
の
延
長
上
に
長
野
あ
る
を
以
℃
、
長
崎
に
達
す
る
れ
は
の
波
線
が
、
該
底
面
に
鰯

れ
ゴ
る
を
要
す
る
た
め
に
は
、
長
野
の
A
を
h
に
て
除
し
た
る
も
の
に
仇
を
乗
じ
た
る
距
離
凶
三
粁
、
だ
け
長
野

よ
'
り
手
前
に
底
面
の
端
あ
る
を
要
す
。
即
ち
該
底
面
は
之
を
北
限
と
し
て
約
二
十
粁
の
幅
含
有
す
る
も
の
と
な

る
。
此
幅
を
以
て
、
一
向
山
、
松
本
‘
追
分
、
前
橋
司
宇
都
宮
を
貫
く
一
直
線
に
沿
ひ
、
地
表
下
十
数
粁
の
厚
味

を
以
℃
震
波
に
特
別
低
速
度
を
附
奥
す
る
屠
が
、
存
す
と
見
倣
せ
ば
、
該
五
ケ
所
の
揃
ひ
た
る
殺
震
時
運
れ
を

取
敢
へ
ず
説
明
し
得
る
な
'nノ。

以
上
の
各
一
事
貸
付
す
べ
て
、
縦
波
と
忠
は
し
き
も
の
の
走
時
に
就
て
論
じ
た
る
も
の
な
る
が
、
支
に
第
一
表
掲

出
の
、

s
k
関
す
る
測
績
を
代
用
す
れ
ば
、
横
波
と
忠
は
し

3
も
の
の
走
時
に
J

成
て
も
、
議
く
同
様
の
結
果
を

翠
げ
得
て
、

S
K
関
す
る

3
h
m
m
J
h
の
曲
線
を
十
分
趨
賞
に
拍
車
得
ベ
く
、
而
し
て
其
各
の
原
黙
殺
時
は
、
前

m
v
h
を
W
波
、
ぬ
れ
を
V
波
と
な
し
、
町
波
に
よ
る
も
V
波

ιよ
る
も
、
約
四
十
八

粁
の
深
3
に
第
二
屠
面
を
見
出
し
得
る
な
h
ノO

而
も
亦
、
前
橋
外
五
ケ
所
の
後
震
時
遅
れ
も
、

P
の
場
合
と
同

同
校
二
七
、
五
秒
と
な
h
ノ、

援
に
導
く
を
得
る
な
・
0
1



震
原
動
の

意
義

十
種
の
定

時
曲
線

土
地
に
ふ

ろ
現
相
の

相
違

著
現
相
の

地
想
的
分

布

即
ち
最
初
に
暫
定
し
た
る
震
原
知
は
、
多
数
の
測
結
の
測
績
を
悉
〈
統
律
し
、
速
度
.
性
質
、
経
路
を
異
に
す

る
十
種
の
波
乞
統
一
牧
携
す
る
貼
な
。
。
命
叉
種
々
の
仮
定
乞
、
賞
'
り
し

3
師
結
に
導
く
力
を
有
す
る
黙
な
λ

り。

依
て
弦
に
此
貼
に
封
し
震
原
な
る
名
穏
を
附
奥
せ
ん
と
す
。

弦

K
於
て
思
は
る

L
こ
と
は
、
同
一
鈷
よ
ム
リ
同
一
時
刻
に
後
し
て
、
同
一
一
経
路
を
波
及
す
る
波
動
な
る
に
拘
ら

ず、

P
波
に
於
て
は
三
種
、

s波
に
於
て
は
二
種
の
区
別
あ
る
と
と
の
問
題
な
'
り
。
即
す
り
之
を
第
二
屠
を
潜
る

も
の
と
、
第
一
一
居
直
速
の
も
の
と
に
分
て
ば
、
会
計
十
種
の
走
時
曲
線
を
描
き
得
る
な
ム
リ
。
観
測
所
に
よ
ι
り
て
、

此
十
種
の
内
何
れ
か
が
綴
明
に
現
れ
て
、

P
と
か
S
な
ど
L
駿
測
さ
れ
居
る
な
h
ノ
。
地
表
層
の
性
質
等
に
よ
。

て
は
、
共
内
の
何
れ
が
.
頴
明
に
計
器
へ
現
れ
る
か
計
λ

り
が
た
し
。
故
に
た
と
へ
ば
、
柿
岡
に
於
て
は
、

P
の
v
h

と
S
の
町
と
が
極
て
顕
著
に
現
れ
て
、
他
は
殆
ん
ど
紛
れ
て
一
見
無
主
が
如
き
た
め
、
此
雨
相
の
時
差
を
初
期

徴
動
時
間
と
し
て
験
測
せ
'n
ノ
ロ
然
る
区
長
野
に
あ
A

り
て
は
、

P
の
?
と
S
の
?
と
を
取

0
.
名
古
屋
氏
あ
'
り
て

は、

P
の
札
口
と
S
の
机
と
を
取
'
り
て
]
其
時
差
を
P
S
時
差
と
取
ム
り
た
'
り
。
賓
際
其
記
象
を
見
て
、
在
来
の
駿

測
法
に
従
へ
ば
、
其
裁
に
取
ら
去
る
を
得
、
ぎ
る
な
ι
り。

故
に

p-な
も

S
な
λ

り
は
、
観
測
地
に
よ
ム
り
て
各
々
其
物
を
異
に
す
る
な
O
D
唯
或
一
地
に
就
て
は
、
常
に
V
が

著
現
し
、
他
の
地

ιτ
は
の
が
著
現
す
る
等
地
に
よ
λ

り
て
一
定
し
居
る
か
も
知
れ
ず
。
而
し
て
共
現
相
の
地
理

的
分
布
が
)
或
規
律
に
従
ふ
こ
と
あ
る
場
合
、
其
等
球
技
震
時
線
や
等
初
期
微
動
線
が
、
図
形
以
外
の
形
ー
と
な
る

ニ
八
九



.注験

意震
上
の

大
森
会
式

の
意
義

二
九

O

-
へ
き
な
h
ノ
。
共
賓
震
波
の
波
及
は
極
め
て
等
方
的
K
し
て
、
唯
其
震
波
を
構
成
す
る
分
波
の
一
が
途
中
減
衰
又

は
強
調
の
度
に
援
化
あ
る
の
み
に
て
、
測
結
を
遁
嘗
に
選
ぴ
、
現
相
b
n
・
良
く
吟
味
す
れ
ば
、
等
後
震
時
線
も
、

等
P
S
線
も
、
完
全
な
る
同
心
固
と
な
る
な
A
Y
O

本
篇
蛍
初
、
震
央
を
求
む
る
に
用
ひ
た
る
P

S
時
差
は
、
之

れ
に
限
ら
ず
、
指
数
相
等
し

3
も
の
L
組
合
せ
を
用
ふ
れ
ば
、
皆
同
じ
結
果
と

を
考
へ
て
皆
札
口
を
用
ひ
た
ι
り。

な
る
べ
し
。
、
果
し
て
然
ら
ば
、
各
地
夫
々
其
表
層
特
質
等
化
よ
A

り
共
地
特
有
の
震
相
あ
る
べ
主
に
、
之
を
一
律

に
S
と
か
P
の
名
穏
を
附
し
て
験
測
す
る
と
と
は
、
意
味
索
漠
た
る
も
の
と
な
る
べ
し
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

測
績
に
基
〈
と
き
は
1

種
々
重
大
な
る
誤
解
を
起
し
、
徒
ら
な
る
幻
影
を
逗
ふ
と
と
も
あ
る
べ
し
。

第
二
表
に
掲
げ
た
る
、品目引

仇
叫
に
関
す
る

P
S
時
差
を
以
℃
、
夫
々
該
賞
地
の

D
を
除
し
た
る
数
左
の
加
し
。

来

続

前

近

柿

沼

松

長

名

干

古

漬

橋

分

津

本

野

屋

s

t

k

u

R

υ

d

Z

円

d

k

u

q

“

庁
・

Ft

町

a

円

4

門
4

η

・

門

4

翻
測
地

7.4:谷

怒

川

精
突
飛
な
る
東
京
を
除

3
て
の
平
均
は
七
一
四
三
と
な
る
。
之
れ
震
原
距
離
と
初
期
微
動
時
間
と
の
関
係
を
一
不
す

式
の
係
数
に
し
て
、
時
聞
を
?
と
す
れ
ば
、

7.2岡

7.4:3均

ロ
H
吋
・
品
川
W

斗

本
式
は
大
森
公
式
と
酷
似
す
。
思
ム
に
大
森
公
式
は
日
波
に
関
す
る
も
の
に
し
て
、
之
は
震
央
距
離
の
式
に
あ
一

ら
ず
し
て
、
震
原
距
離
を
算
出
す
る
も
の
L

一
式
た

b
し
な
9
0
3
れい
ζ

本
式
は
日
波
乞
取
'
り
た
る
場
合
の
外

適
用
す
べ
か
ら
ぎ
る
な

b
。


